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は じ め に

咋1966年 (昭和41年)10月26日から1カ月
冊, タイ (10円), マラヤ (10口)およこ,Lくシ

ンガポ-ル,サラワク,ブルネイ,サバを-I

巡する機会を与えられ,桁暇の熱帯材の組織

研究に右手することになったC

鋸~満仲下の数はおびただしく,東南アジア
に限っても数万種に迂するものとみ られてい

る｡従ってすでにさかんに利用されている種

類の木材でも柄物J､打T勺には枚数C/)柿,あるい

は属を含んでいて,利用上はなはだ錯綜 して

いるし,材質には広純な偏差があらわれる｡

この間題は組織構造の面からまず解明しなけ

ればならない｡各国においてすでに研究され

た知見を整理 し,その上に_立っての利用日的

的検 討がなされなければならない,3

このように考えた筆者は,今後の俳先賢料

として闇係文献と木材試料すなわち材鑑の入

手方法の探索に主眼をETTllIくと同軸 二,工業帰

料としての木材と現地におけるそれらの利用

情況,裾軒先機関における知見,ついては木

材一般に関して今後さらに調賓を必要とする

分野とその可能性の追究を心描､けながら,坪.

独で 予察調査を行なうこととなった｡この三相

告は埠なる調査報告であって,各地で与えら
れた質料,教えられた文献の内容までには及

んでいないOことに各木材樹種の組織構造 や

蓄精など統 計肝声明は含まれないことを断わ

っておきたい｡

なおこのたこごの調査でタイとマラヤに車二鳥

をおいたのは,東南アジア[叶先センターU_)従
来の諸調査に準 じた結 果ではあるが,木材に

関する限 りマラヤがマレーシアプIL言,yLJt亡にイン

ドネシア地 域の研究申心であることと, いま

-つかねてから計画されていたマラヤr軸勺木

材会議 T.C.C.(TimberConstructionCon-

ference)に 出席して 同国C/)木材工業の超勤

を知りたいと思ったからである｡

1 タ イ 国

10月26日 Bangkokに宥いて,>!r;川 まず諒

闇したcDは国立豊科大学 KasetsartUniver-

sityの林学郡 FacultyofForestryであるO

尤年本学-も迎えたことU__)あるThiemKom-

kris学郡長 にはタイに闇する限り仝 両†伽 二

も研配慮をお願いしたし, 同J､告桝JChalerm

Mahittikul 講師は国内の全行情 二わたって

常に行動をともにして下さった ｡

学部長 自らの案内で見せていただいた人ノ､予

構内には林滝試験場 ForestProductsDivi-

sion(RoyalFor.Dept.,MinistryofAgr)

も併存 している｡ 筒素な建物ながら牲嵩にふ

さわしい構えの林産教室で:Ii,闇椋cJj深い木

材 ･樹 木 ･森林植物の美 的圭や熱帯色黒か左

標本室, 図書室などを一巡 した彼, 試旅場

C/)見学に移る｡特 記すべきは木材工′＼j-'リ三輪圭

WoodTechnology Lab.である｡196的 ‖二

建てられた別棟で,木材物理 ･強度 ･E;fI:,/保 ･

- 175-175



東 南 ア ジア研 究 第5巻 第 1-守

写真 1 タイの国立農科大学構内にある林業試験場木材工学実験室 (左)とその内部 (右),Bangkok

合板その他改良木材に関する実験設備が一応

整っており,機器には ドイツ,アメリカ製の

ものが多い｡この建物はさらに近 く増築の予

定であるという｡ 木材化学部門も整備されて

いる｡材∃濫の収集と識別 も,先行的に強力な

調査を進めつつあるTem Smitinand教授の

陪葉標本室 ForestHerbarium の協力を得

て,着 々進行l~1｣と見受けられ,この大学およ

び試験場の共同作業による木材樹種研究には

期待すべきものがある｡

さて, タイの木材といえばチ ー ク Teak,

TectonagrandisLinn.f.である｡ 実際タ

イの木材業 も林業 も全 くチ-ク中心に動いて

いる｡産額ではビルマが 1位,タイが 2札

インドネシアがこれに次 ぐことになるが,チ

-クの本場といえばタイ,中でも Chiengmai,

Lampang地区である｡ そしてこの地区のチ

ークは Salween河をビルマの Moulmenへ

Mekong河を Indochinaへ,一部は Menam

河を Bangkok-出材される｡

チークの産出量 はかつて70万 m3であった

ものが,戦争直前にはわずかに14-15万m3,

戦後はまた漸増の傾向にあったけれども,19

53年の30万m3をピ-クとして,昨今はまた減

少の経過をたどり20万m3を割りつつある｡輸

出はその50%とみてよい｡この漸減傾向は収

穫保続を建前とする計画伐採によるところも

あるであろうが,他面盗材と野火の習慣によ

176

る蓄積の減少にもよることを見逃す ことはで

きない｡

チ-クはフタバ ガキ科 DiPterocarPaceae

の林木と混交 し,チーク林はすべて国有,その

而積はだいだい1,200万 haであるが,国家は

近年チ-クの一斉造林を試みており Chieng一

maiの北 ChiengDao地区で見た約200haの

栖林地は植林後すでに11年,かなりの成績を

収めている｡

チークの利用面で特言己すべきは,Bangkok

所在の国営製材工場 F.Ⅰ.0.(ForestIndustry

Organization)である｡1956年森林局 Royal

Forest°ept.立案にかかる木材工業計画 For-

estlndustryProject にもとづいて 設置 さ

れたもので,チークの集約利用に卒先垂範の

実をあげており,チークに伴 って出材される

Yang([Ph.]Apitong)Dil)terocarPusspp.

をも取り扱っている｡チーク材の高級品はヨ

ーロッパ,ことに北欧諸国および英米に輸出

されており,これがいまもてはやされている

北欧家具の主材料であることを改めて認識さ

せ られる｡ 一方 Yang を主とするチ-ク以

外の材は大部分が国内消費に当てられ,輸出

はわずかに5%にすぎない｡

タイ国の木材工業といえば,これまた国営

の合板工場 ThaiPlywoodCo.,Ltd.を第 1

にあげなければならない｡ Bangkokの東方

60km の Bangnaにあり,やはり前記の木材
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工業計 画に基づいて10年前に創業 した人工場

である｡ 1,000人の工 F:iが 3交代制で作業 し,

欧米規格の わく8ft合板, T享み 4-12mm の

ものを 日に5,000-8,000枚什積 しているが,

5年後には 1万枚を期 している ｡ 土製局は

Yang の合板であるが,表仮にチークを用い
た ものやフラッシュ ドアその他製品はかなり

多岐にわたっている｡また場内には軒先室を

もって技術の改薫に余念がない.廃材fFj化の

両ではj重油を併用 しての出力 2万KWH のボ

イラ-3基が 自慢であるが,さらに目下計画

小の Fiberboard工場 によって廃材の消化を

考えるという｡とにか く年間 4- 5万m3cjj原

木を消化す る工場である｡ [二】本 とちがって現

存の製紙 2工場で原木消費量が 2万 m3 にも

連 しないこの間としては画期的な工場 といえ

る｡

Particle-board工場 としては Bangnaに

近い Srirajaにこの国唯一の ShavingBoard

Factoryがある｡ 国営ではな く,1958年創業,

口産20ton,工買 120人 といった規模の もので

ある｡

上記以外には製材工場約 700のほかに木工

場が約 360あるとい う｡二,三見学 した範囲

か ら推察すれば,いずれ も多様な材質を もっ

た材を扱 っている関係で案外多軸 ='1/1]な経営の

ものであり,それぞれ 自家廃材の消化に頭を

悩ま している｡黒猫f材に必須の木材人工乾燥

写真2 チークの造林地,植栽後11年,Chieng
Dao地区

のためには,例えば Bangkokに もその工場

が約10カ所あるし,同様に防腐防虫のための
基剤 注入工場 も3加東あるとい う｡ ちなみに

これ らの諸工場を通 じて近 来日本製の機械を

ますます歓迎す る傾向にあることはひとりタ

イ国のみではない｡

なお一言附記 したいのは Chiengmaiを申

心 として tJumPOOn,Pasang地区に残 る民芸

である｡タイ紺,タイ木綿,銀器, 陶磁器 と

ならんで象などのこ木彫,タイ漆器,雨傘 日傘

の伝統的工芸技術 も木材 とは無関係ではな く,

地方色豊かで愛すべきものが多い｡

u マ ラ ヤ

11月5H KualaLumpurに移動 し, 7-

9日に開催された T.C.C.に参列 した｡ 同地

のマラヤ大学 Univ.ofMalaya で聞かれた

この会議には全マラヤの木材工業技術者の主

脳部 250名が参加 したので, こ0)3日問は視

察を断念 し, 会議 と併催 の 木材工業展示会

TimberConstructionExhibitionとに終始 し

て, もっぱらマ ラヤの木材工業の趨勢を知 る

ことに努めた｡T.C.C.の詳細については報

告 したいことも多いので迫 って租を改めるつ

もりである｡

マラヤにおける木材研究の中心は田立の林

業試験場 ForestProductslnstitute(Minis-

tryofLandandMines,Kepong)である｡林

業試験場 といって も, この関の特舘 ゴムには

屈指の試験場RubberResearchlnsL Kuala

Lumpurがあるので,実際はあたか も木材試

験場の観がある｡ T.C.C.の組織運営委 L"i長

K.D.Menon氏が場長であり,木材組織部門

には国際木材解剖 学会 LTLとして 有flな P.K.

BalanMenon氏がお られ る｡ 同氏は同国症

材の樹種と構造に閏 して非 ノ.勘こ詳 しく,氏の

収某にかかる熱帯材の材錐はその整理 も実に

行き届いて充実 しているO 氏が T･･がけた-I7ラ

ヤ材･.'ますでに 1,060種に上 っており,そUjLrl
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写真3 マラヤの林業試験場,Kepong

で商品となりうる有用材が700種あり,氏の

推測では植物学的に未知の樹種はたかだか 1

%程度にすぎないであろうということであっ

た｡

木材組織に関する研究成果は一応 凡才alay-

anForester誌 (4季刊)に発表されること

が多いようであるが,B.Menon民らの最近

の業績,

"ADichotomousKeyforldenti五Cationof

the CommercialWood of Malaya"

(MalayanForester,Vol.26,No.3)

"Card Sorting KeytoIdentificationof

MalayanTimbers,1954.SiliceousTim-

bers ofMalaya" (Malayan Forest

Records,No.19),1956.

"UsesofMalayanTimbers"(Malayan

ForestService,TradeLeajlet,No.31),
1964.

"PhotographsofMalayanTimbers"(Ma-

ZayanForestRecords,No.20),1965,
4thed.

などはマラヤ産材の樹種組織学的研究の高さ

を示すものであり,われわれにとっても大き

い拠 りどころを与えるものである｡しかもこ

の組織研究部門は単に自国の材についてのみ

ならず,他のマレ-シア諸国およびインドネ

シア諸国からも絶大な信頼を受けており,大

いに貢献 している｡

マラヤ大学には農学部はない｡ 従って樹木

178
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を含めた森林植物分野は理学部,木材工学分

野は工学部において研究され,権威ある大学

だけに有力な研究者を擁しているが,樹種組

織については研究の中心を試験場の方に譲っ

ているといえよう｡

マラヤの森林面積は約 970万 ha,その60%

にはまだ手がついていない｡周知のようにマ

ラヤは Malacca 海峡の関係で西に開け森林

は東にかたよっている｡ その主体は低地常緑

林 Lowlandevergreen forest で Meranti

(lPh.]Lauan)Shoredspp.,Seraya,Para-

shoreasppHKeruing([Ph.]Apitong)Dip-

terocarpusspp.など大部分が DiPterocar-

Paceaeに属する樹種である. ただしいずれ

かといえばやや重硬な材に偏 している｡

出材量は年300万m3余 り,その内かなりの

部分が Singaporeで製材され輸出されるの

は,この国の首都が Singapore であった関

係からである｡原則的には丸太の輸出を禁止

してはい るが製材としては Singapore を経

由して世界市場に出まわるのである｡

マラヤの合板工業も1951年以来という新 し

いものであるが,現在すでに11工場,近 く設

立が予定されているものを加えると15工場を

数えることができる｡ その内直接見学したの

は平準的な工場MalayaPlywoodandVeneer

FactoryLtd.のみである｡ この工場は林業

試験場からあまり遠 くない Jinjan というと

ころにあり,器用な技術者がいて大部分の機

械はその設計にかかるものとて設備費の低廉

を誇っているのと,工員はほとんどが女性で

ある点が特徴的である｡製品はやはり英国規

格に従ったもの, ただキズに 関しては特に

Malayan and SingaporeManufacturers'

Association の定めた "ComparativeChart

onPlywoodDefects,VeneerHに準拠 してい

る｡原木はここでも大部分 DiPterocarPaceae

の樹種である｡

マラヤには Fiberboardや Particle-board

←178-
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の工場はないが,製材工場は200fllTJ一後かと推

定 され る｡原木は多種多様,根 して重量材に

かたよるので製材技術の水準は決 して低 くは

ない｡輸出製材品については近来 ヨーロッパ
向けの ものの比重が漸次高まりつ-)ある｡

m シンガポール

シンガポールには木材専門の研究機闇はな

い｡ シンガポール大学 SingaporeUnilr.も19

62隼まではマラヤ大学であったが,その一部
が現在のマラヤ大学 (KualaLumpur)-分

科 したことにもよるものであろう｡ この人学

にも農学部はな くて,理学部において木材樹

種を扱 っているにす ぎない｡

有名な植物間 SingaporeBotanicGarden

は膳葉標本40万を収蔵 し熱帯fL田勿J:f':の宝庫で

あるだけに材鑑の収某 も充実 しているが,現

在 この方面の研究はあまり活発ではないよう

である｡勲滞二色に満ちた博物舘NationalMu-

seum にも木材関係の質料はあまり豊富では

ない｡木材分野の研究は大体マラヤに依存 し

ているといえよう｡

しか しシンガポールはマレーシア,イン ド

ネシア材の大きい焦故地である｡ 木材工業の

主体は約85の製材工場であり,年間約70万m3

の板木を輸入 して約 40万 m3の製材を輸出し

ている｡

合板工場は現在 3社,近 々設立の予定 され

ているものが 2社あり,永大産業の合弁会社

ノV/〉

写真4 サラワクの木材研究所,Kuclling

P･M.Ⅰ.(PanMalaysiaIndustryLtd.)は日

本の設備と能率を発揮 し,英国規格の合板を

主に欧米-輸出している｡

この他にも木工家具 ･木造船 ･マ ッチ工場
など伝統を誇 るシンガポールの木材工業は活

発に動いているが,一面労力の不足 と設備の

考朽をかこつ面を ももっている｡

rV ボルネオーサラワク,ブルネイ,サバ

ボルネオに渡れば三伏態が一変する｡主要都

市で も人口2-6万程度,機上か ら眺める北

斜地形はさすがに脊梁t眉旅を膏景 とした一面

の森林であるが,決 して密林ばか りではない｡

サラワクの主要林地はいわゆる Swampand

lowland forestで低地林なのであるが, サ

バは東南アジアの最高峯 Kinabalu山 (4151

m 高) を擁するだけに高原的で, いわゆる

Hillforestが賀源の主力をなしている｡

ボルネオの樹木は概 してマラヤ半鳥の もひっ

より大きい｡ タイやマラヤで樹高40mのもの

がボルネオでは60mといった貝合である｡ 従

って主要木材港-出て来る商｡Vlとしての木材

もだいたい径 1m を下 らない｡樹種はやはり

DiPterocarPacea(‖こ属するものが 圧倒的に

多く,Meranti,Keruingの類が主体であるが,

マラヤ半島の ものに くらべるとやや軟 らかい

材に嵩んでいる｡重硬貴重材 としては Bilian

(BorneoIronwood)Eusideroxylonzwangeri

Teysm.etBinn.:Lauraceaeを筆頭に い く
らかは存在するがそれほど豊富ではない｡

サラワクでは首都 Kuching の木材研究所

Timber Research Centre (Forest°ept.,

MinistryofDevelopmentandForestry)%

訪 う｡ ここは1964隼に創設されて以来建物を

はじめ諸般の設備を右 々充実 させつつあり,

Dr.J.A.R.Anderson(英)lE十 1'3の森林本桐勿お

よび_生態の部門に木材組織分野が帯かれてい

るし その損､1'r者 FrederickFei-TanChuJ㌔人

に悠, くしくも先年同君がオ-ストラリアレ)

I- 179- 179
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林産試験場に留学中に Melbourneで会った

ことがある｡彼の部屋にはすでに材鑑がぎっ

しりで,よく整頓され,今まさにそれらを駆

使 して深い研究を始めようとの抱負を承った｡

サラワクは元英領だった関係で,所産材に関

する研究はすでに英本国の林産試験場Forest

Prod.Res.Lab.(PrincesRisborough)にお

いて行なわれてきたので,樹種 ･組織の知見

もかなり蓄積されている｡ このことはブルネ

イ,サバについても同様である｡

Kuchingは芝生のLilに住宅が 散在 すると

いった静かな街,ホテルにも立派なものがあ

る｡思いもかけなかったのは博物館 Museum

ofSarawakである｡シンガポール博物館ほ

ど大きくはないが土着民俗の資料は見ごたえ

がある｡ ただし材鑑の収集には乏しいoChu

君は自分の車を駆ってあと2km で国境とい

うところまで内陸を案内して くれたのは林況

を知る上に好都合であった｡

ブルネイは小国であり今なお英国の保護領

であるが,Seriaと KualaBelaitの 2大池

源をもつ富める国である｡首都 BruneiTown

は河中の竹馬家屋の集落 "Kampong Ayer"

のゆえに東のヴェニスといわれ,1958年に完

成 した回教寺院 SultanOmarAllSaifuddin

Mosqueで有名であるが,人口わずかに3万

弱,ホテルはただ一つしかないO

この国は木材輸出禁止国であることを知り

つつも森林事務所 StateForestO用ceを訪

れてよかったと思 う｡小国とはいえ赤道直下,

樹種数においては決 して隣接国に劣るもので

はない｡すでに CheckListなども出来てい

る｡

英本国からは P.S.Ashton民 らが来てこ

の国の森林生態にかなり深い探究を進めてい

る｡

木材の伐採は国内需要に対 しても許可制で

あるが, 製材所は25ありいずれも小規模原

始的なもののようであって,その経営はこの
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国でもほとんど華僑に委ねられている｡

以上はもっぱらガソリンの 低価 を利 して

BruneiTown近郊を縦横 に案内して下さっ

た森林事務所の C.G.Merton所長 (英)の

教示によるところであるが同氏夫人はビルマ

のかたで,夫人から母国ビルマの美林の話を

追:接伺うことができたのも幸せであった｡

続いてサバに入る｡ 現在首都は Jesselton

であるが,木材については戦前の首府 Sanda-

kanが中心である｡ ここには森林局 Forest

°ept.(MinistryofNaturalResources)が

あり,局長は H.S.Martyn氏である｡恵ま

れた環境にある同局の建物の1両こはMuseum

と称する木材資料展示室があり,サバ独特の

伐採運材状況などがうまく理解できるように

展示されている｡

Martyn局長の説明によれば,サバの国土

面積110万haの80%は森林,もちろん国有で

ある｡樹種別の蓄積構成は

Red Seraya ([Ph.]Red Lauan, [Mly.]

LightRedMeranti)Shoredspp.39%

WhiteSeraya(lPh.]WhiteLauan)Pa-

rashoreaspp. 29%

Kapur(BorneoCamphorwood)Dryobala-

noPsspp. 11%

Keruing ([Ph.]Apitong)DiPterocarPus

spp. 10%

Yellow Seraya,∫/わγβαspp. 7%

その他 4%

でほとんど DiPterocarPaceaeのものである.

また輸出材の量を国別に見ると,日本77%

を筆頭に,香港 7%,朝鮮 6%,台湾 5%,

オ-ス トラリア3%,中国およびその他各 1

%であり,いかに日本がよい顧客であるかが

わかる｡局長はそれを感謝すると同時に伐採

跡地の更新問題に関連 して,森林生態調査に

対する日本の協力を切望された｡

サバの木材工業はまさに興ろうとしている｡

Sandakanにも日本の機械を入れた相当塊根
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の会社工場があるが,見学を証さないし,旅

行期間も切れたので木材工業の視察はおおむ

ね断念 せざるを得なかった｡ 全 くの 木材港

Sandakan に停泊 している5000ton 級の木

材輸送船数隻を眺めながら一路帰国の途につ

いたのである｡

結 昌

終りに今回の調査旅行を通 じての感想を附

記して結 びとしたい｡

1) 熱帯二材は一般に構造物の骨格よりも内

盟 ,家具,装飾に向いているが,タイ,マ ラ
ヤの材は重硬貴重なものに傾いており,さら

に家具装飾に重点をおいて考えると,ビルマ,

イン ドネシアへと調査意欲がかきたてられる｡

他面サバ,サラワクの材は半鳥材に比べると

軽 ･灰側 に偏 しており,合板,パルプ原木 とし

てはカリマンタン,ニューギニア-の意欲が

湧 く｡

2) 木材蓄積の豊富な現地各国においては

木材利用の面で多分に賀沢 さが感 じられる反

面, 諸木材工業では廃材に頭を痛ましている｡

この点に一段の考慮が必要であろう｡乾燥の

合理化 をはじめ, 薬剤の 注入処理, Fiber-

board,Particle-boardなどパネル工業oj振興,

パルプ原料チップ-の廃材の活用などの推進

が望まれる｡

3) 中 でもチップ化の段階においては,熱

帯材に期待される有効成分の抽山利用が励行

されなければならない｡そのためには勲帯 材

の化学成分の精査強行が望ましい｡

4) 同 じく追王達先行的研究分野としての木

材樹種 ･組織の研究は,それがあまりにも多

様錯諸宗しているゆえに前途洋々の感なきにL

もあらずとはいえ,すでに各国においてある

程度の知見が得 られており,現在はそれらの

知見を整理統合 した上で,さらに重点的に研

究の深化をはからねばならない段階に来てい

∠コ｡

5) 最後に生育旺盛な熱帯地方での伐採跡

地の更新に対 しては,わが国のごとき木材 消

矧司はもっとその責任を感 じなければならな

い ｡ サバにおいてこのことを痛感した｡

なお今回の調査旅行が予定通り進行 したに

ついて,虐接間接お世話になった各方面の方

方の御好意に深 く感謝したい｡
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東南アジアの

生薬にかんする予察報告

-とくにタイ国生薬について-

木 島 正 夫

は じ め に

タイ国の生薬の調査,研究に着手する予備

調査として1966年10月31日～11月17日の問,

香港,タイ国,シンガポ-ルの主として市場

における生薬の実態を追求 したが,筆者は最

初に香港における東南アジア産の生薬を中心

としてその調査研究から開始した｡

香港は戦前から東洋における有力な生薬の

中継貿易市場であった｡戦後,中国解放後は

世界の有力な生薬生産地である中国と自由国

家群との間は厚い壁に閉ざされ, 戦前, 大

逮,営口,天津,上海,漢口,広東などから

世界各国に供給されていた生薬は輸出されな

くなり,同時にわが国はじめその他の国から

中国に輸出していたものも途絶した｡ことに

中国生薬を多種類,多量求めていたわが国な

どは一時大変な原料危機に見舞われた｡この

ような時期に中国と比較的自由に商品の流通

をみた香港は唯一の中継貿易地としての大き

な役割を果たし,東洋最大の生薬市場の地位

を確保 した｡現在中国の広州を中心として春

秋 2回開催される交易会を通じ,わが国など

は日中友好商社の手で,かなりの量と種類の

必要生薬が直接中国から輸入されるようにな

り,再びそれぞれ産地に直結した港からの貿
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易が復活している｡しかしながら交易会で得

られる生薬は希望する種類と嵐には達 しない

ので必然的にその不足するものは香港経由に

親らざるを得ない｡また交易会に招待されな

いタイ国などは共産圏からの輸出入も容易で

はないOしかも多くの中国系タイ人や中国人

が店住しているこの国では多 くの種類と量の

中 国生薬を必要とし,また一方中国で必要と

する熱帯産生薬を産する｡これらはいずれも

香港経由で貿易されている｡か くのごとく香

港の生薬市場は中国の一部門戸開放があって

もその地位は決して低下 していない｡しかも

戦前東洋におけるもう一つの中継貿易港であ

り,特に東南アジア一帯の生薬の中継輸出港

であったシンガポールの地位が,戦後いちじ

るしく低下 し,これに代わって香港はますま

す隆盛になって現在の地位を築きあげるにい

た っ た ｡

このような香港生薬苗場の現状から東南ア

ジアの生薬の研究を開始するにはまずタイ国

はじめ東南アジア各地から香港に出入する生

薬の種類,あるいはその品質を知る必要があ

り,その調査,研究から開始した｡

なお,わが国もまた日本産生薬を香港経由

で東南アジア各地,その他-輸出し,またFll

国生薬をはじめ東南アジア生薬を輸入 してい

る｡これらの生薬が世界市場に流通する生薬

と対比してどのような品質,あるいは種類の

ものであるかを知る上からも香港一市場の生梨

の研究が必要であることを付記する｡

Ⅰ 香港の生薬市場の調査研究

11月 1-3日にわたり実施したが,生薬貿

易市場は香港島の東南部旧市街すなわち中国

人街にあり,文威酉街,甘雨街,松秀東街な

どに大小の薬材店が両側に軒をならべて集中

している｡狭い,車も十分通れないような露

路にも南限胴こ薬材店がひしめきあい,頭上か

ら洗濯ものの水がしたたり落ちるようなとこ
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写真 1

香港牛燕市場術

写真2

-生薬店レ)店頭

(香港)

ろもあるが,多勢の労務者が入り乱れて立ち

働き,すこぶる活気を呈 し,さすがに東洋一一

の生薬集散地であることを思わせる｡ ここに

は中田の北方系産生薬,両方系産生:_束,さら

に洋渠 (洋薬とは西洋生英を意味するもojで

はなく,タイ ･ベ トナム二両,北二二,ビルマ,

カンボジア,ラオスなど東南アジアーJlij二をは

じめインド,中 近東,さらにアフリカあたり

までを合む熱帯地域の生薬,すなわち苗洋基

を意味するものである)を取り扱うそれぞれ

の専門業者があり,そのほかに高貴基, 例 え

ば厨香 (ジャコウ),牛黄(ゴオウ),歴茸(ロ

クジョウ),犀川 (サイカク),人参 (ニンジ

ン)などだけを扱 う店,英酒を扱 う店なども

なども入りまじっている｡これらの専門業者

を訪ね,まず東南アジア諸地域から猛まって

来る生薬の種類と産地ならびにその品質など,

また東 南アジア諸地域に送られるものについ

ても同様に調べた｡その結果,現在香港生薬

苗場で取引されるlr:_粟の種類は貿易商社数社

の相場表に記載されているものを総合するだ

けでその数は約 500品種におよんでいる｡さ

らに特殊な生薬だけを取り扱 う専門業者のそ

れらの数を合めばさらに多 くの数字になると

思う. これらのご生英の申核になるものは,も

ちろん中国産生薬で,熱帯アジアを合む東南
アジア諸地域をはじめとして,日本,インド,

中近東,アフリカなどの申[司以外の諸地域か

ら産するも0)はその種類からいえば約 1/50)
約 100租くらいであろうが,むしろこれらの

うちには世界lr加二流通する生薬が多く,例え

ば刷板 (コショウ),肉豆墓 (ニクズク),日

柄 (ビヤクダン),丁子 (チョウジ)などであ

る｡ これらの生薬は多 くcDノ生薬学の Text-

bookやあるいは各国の基局方などにも収載

されている重要なもので,東洋医学 (洩方医

早)に使用されるもの,西洋医学にあるいは

製薬原料に,化学工業原料に,香辛料原料に

なるものなどその使用 目的は多岐にわたるが,

東洋各円をはじめ世界各国に供給されている

ものである.さらにこ0)うちからタイ国産の

生薬を拾いだすとその種類はいっそう少な く

なるが,主要なものを表示すれば次のような

ものである(表 1)｡

これらの生薬のすべてがタイ国特産とはい

えないまでも,タイ困ならびにその周辺地域

から虚し,タイ国経Lilで泡外に貿易されてい

る｡またこれらのものがタイ因でも渠用に倶

されていることはもちろんである｡さらにペ
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生 薬 名
T- --~ー-~~-L
自 豆 蒐(-クズク)
roundcardamon

縮 砂(シュクシャ)
amomum,wildSiamese

cardamon

生 蓋(シ3.ウキョウ)
glngerroot,glnger

胡 椴(コショウ)pepper(black-,white-)
ペグ阿仙薬(アセンヤク)
catechu,Pegu-catechu

蘇 方 木(スオウボク)
sappanwood

デ リ ス
derris,tubaroot

タマリンド
tamarindpulp

箆 麻 子(ヒマシ)

Castorseed,castorbeanF

東 南 ア ジア 研 究 第 5巻 第 1号

表 1 香港生薬市場に見られるタイ国産主要生薬

Amomumcardamomum LINN丘
(Zingibeyaceae) 果 実

AmomumxanthioidesWALLICH
(Zingiberaceae)

ZingiberoBcinaZeRoscoE
(Zingl'beraceae)

Pipernigrum LINN丘
(PiPeraceae)

Acacz.-acatechuWILLDENOWAcac多a SumaKURZ
(Leguminosae)

CaesalPiniasaP♪anLINN丘

(Leguminosae)

DerriselliPticaBENTHAM

(Leguminosae)

TamarindusindicaLINNEJ

(Leguminosae)

RicinuscommunisLINN丘
(EuPhorbiaceae)

藤 黄(トウオウ)
gamboge

GarciniahamburgyHooKERf.
(EuPhorbiaceae)

種 子

途

芳香性健胃剤

整 軍 ; 芳香性健胃剤

l

L

i

果 実 ⊆健胃 ･香辛料

L竺 三 上_竺 ___

ll

さ 材 E着色料

根 !農用殺虫剤

lll

庵 子 と 箆麻子池製造原料

ゴム樹脂

chaulmoogra

胡 要 子(コエンドロ)
corianderseed

グッタペルカ
gutta-percha

HydnocarPusalPinaWIGHT
TaraktogenoskurziiKING

(FZacourtiaceae)

種 子

ク ミ ン
Cumln

シャム安息香

(アンソッコウ)
Siam benzoln

ホ ミ カ(馬銭子) ･
nux-vomica,dogbutton!

t

インド蛇木
(ラウオルフィア)

rauwolBa,rauvolBa

紫
lac
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叩
料

嘉｣【
1
.巨

治療剤大風子油製
造原料

香味料
健胃駆風薬

Paraqut.'numguttaBURCK
ParaqutnumObovatumENGLER

(SaPotaceae)
コ

Cuminumcyml'num LINN丘
(Umbellife,ae) :果

ー
ー

rl
_

ム

"
実

StyraxbenzoidesCRAIBst,,axtonkinensisCRAIBetHARTWI｡Hj樹 脂(Styracaceae)
Strychnosnux-vomicaLINN丘

(Loganiaceae)

RauwoljaserPentinaBENTHAM
etKuRZ

(APocynaceae)

鋤(シコウ) ･CoccuslaccaKERR.
HemiPtere(Coccidae)
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種

. 根

l

｣

雌虫群の
分泌物

.日日〓｣
斉
体
ん
縁
て
絶
充
気
科
電
歯

料理,製菓用の香料
香料化粧料家庭薬の防腐剤
硫酸ス トキニーネ
製造原料

縮促進,老化防止
血圧降下アルカロイ ド
･レセルピン製造原料

止血薬,ワニス製

造原料
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グ阿仙薬 (アセンヤク),シャム安息香 (アン

ソッコウ),大風子(タイプウシ),箆麻子(ヒ

マシ),縮砂 (シュクシャ),自豆蓋 (-クズ

ク),沈香 (ジンコウ)などはその大部分がタ

イ国から生産されているものである｡

次に香港からタイ国その他の東南アジア諸

地域- 輸出される生薬は,中国産をはじめ,

日本 ,韓国,台湾産の生薬で主に東洋医学の治

療に用いられるもので,その種類は350-400

品種に及び,主要なものはわが国でも使用さ

れているが,その種類はやや多い｡これらの

ノ牛張は主としてタイ国をはじめ 東 南アジア諸

地域に居住する華僑や中国系現地人に使用さ

れていると考えられる｡この内日本産の廷吏

としては次の諸種のものが見 られる(表 2)｡

これらの日本産生薬が中国産の同種生薬と

顔を並べていることは興味のあることである｡

しかし以前にはさらに多数のものがあったよ

うであるが一例えば当帰など一最近 日本では

真二産が少な くなり,姿を消したといわれ,将

来口本における渠用植物栽培について考えざ

るを得ない｡またH本庄生薬が香港-輸出さ

れていることは筆者 もまた熟知のことであっ

たが, これ らが東南アジア諸地域に輸出され
ている状況については日本の生薬業者問にも

詳細には知 られなかったことで,今回の調査

表 2 番港市場に見られる東南アジア向け日本産主要生薬

十 王 ;/.

川 等(セ ンキュウ)
⊂[_】刀 章〕

自 巧(- クシャク)
〔H 白 帯〕

員 母(バイモ)
口二1珠 母コ

麦 門 冬 (バ クモ ン ドウ)
⊂目 安 冬〕

菅 連(オウレン)
〔日 黄 連〕

牡 丹 皮(ボタンピ)
〔[l月面〕

陳 皮(チ ンピ)
〔口 桔 皮〕

白 花(ビャクシ)
〔日 日 韮〕

木 瓜(モ ックワ)
〔H木 瓜〕

呉 葦 英(ゴジュユ)
口｣呉 干〕

基 原 植 物 名 襲用部分

Cnidium oj行cinaleMAKINO
セ ンキュウ (UmbelZiferae)

Paeom'aalbzjioraPALLAS
var.trichocarPa BUNGE
シャクヤク (Paeoniaceae)

FritiZZariathunbergiiM IQ.
ア ミガサユ リ (Liliaceae)

OPhioPogonjaPonicusKER-GAWLER
var.genuinusM AXIMOWICZ
ジャノヒゲ (Liliaceae)

CoPtisjaponica M AKINO
オウレン (Ranunculaceae)

PaeomiamoutanSIMS
ボ タン (Paeoniaceae)

Citrusaurantium LrNNfl.
subsp.nobilisM AKINO
var.unshiuM AKINO

ウンシュウ ミカン (Rutaceae)

AngelicdahuricaBENTHAM
etHooKER

ヨロイグサ (Umbelll'ferae)

ChaenomelesjaponicaLINDLEY
クサボケ (Rosaceae)

EyodiarutaeocarPa HooKER f.
etTHOMSON

ゴシュユ (Rutaceae)

〔 〕の名称は香港生薬市場名｡
中薬類は単味で使｢円することはなく,処方として配合使用する｡
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｢亡｢一
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用

血
痛
う

補
鎮
用

収れん,緩和,鍾
痩,鎖痛あるいは
下痢,化膿性腫物
に用 う

鋲咳,去疾,排膿
に用 う

粘滑性消炎,滋養
強｣上に用う

Jrn行薩吾,~~~~神経痛

根 皮 ;基準盃警護JU'Rfi雪窺
う

果 皮 芳香健胃薬

根 鎮痛,鎮瞳に用 う

果 実 鋲粗 銅 宴,利尿
に用 う

健胃利尿剤,
朱 美 殺虫,浴湯料とす

る
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写真3 高貴生薬 ｢犀角｣(1個30万円)(香港)

で明らかにすることができた｡以上が香港を

中心とする東南アジア諸国との問の生薬需給

の状態である｡

幸い在香港生薬業者の絶大な支持と協力を

得たため,短期目であったがその調査研究は

円滑に遂行することができ,多大の成果を得

ることができた｡また今後の研究のため多数

の資料と標品とを提供していただいた｡特に

隆秦貿易総経理張宝珂氏,鄭雲氏,永大行総

経理翁偉年氏,李大為氏,協成泰行責女広氏,

張款林氏,また公泰行,民望行,福源号,福

安泰行各社に深甚の謝意を表する｡

Ⅲ タイ国の生薬事情の調査研究

香港についで11月4-12日にわたり今回の

調査研究の主目的であるタイ国の生薬事情に

ついてバンコクを中心に北部のチェンマイと

東部のチャンタブリの各地において調査研究

を行なったが,香港生薬市場の調査の結果,タ

イ国における生薬の取扱業者が主として中国

系タイ人であることを知り,保健衛生省 Dr.

KomoIPengsritongの厚意による斡旋で泰

国聯華薬業公会に協力を求め,極めて有益に

調査研究ができた｡
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写真4 生薬店頭の見本生薬の展示(香港)

タイ国における生薬貿易市場の中 心はバン

コクであるが詳細な状況が不明であったので

筆者はまずタイ国における生薬の使用状況を

知るため,生薬を主として取り扱う薬房 (莱

店)の見学視察から開始した｡

1. バンコクの生薬事情

バンコク市内にはその近郊と合わせて薬局

が極めて多数見受けられ,約 700の薬局 (タ

イ全国の薬局数は約 1,000)が存在するとい

う｡これらの薬局にほ や西中薬房〃すなわち

香港などで見られる西洋医薬品類と中英 (漢

莱)類を取り扱う薬局も各所で見 られるが,

主として生薬類を取り扱 う薬房はバンコク市

内の中国系タイ人街にあり,中国系タイ人あ

るいは華僑の経営になるものが多いが,中英

を多数取り扱う関係上当然である｡バンコク

で見学視察した小売薬房はいずれも西洋医薬

品類と中英 (漢薬)類とさらにタイ国生薬類

の3種類を取り扱っていて,店舗の構造はこ

れらの3種類のコ-ナ-に分かれ,西洋医薬

品を扱 うコーナ-ほわが国で見る一般薬局と

同様で,中薬類を扱 うコーナ-は大型百味箪

笥が並び,鉄の乳鉢,天秤を置く中国式薬店

の構造である｡またタイ国生薬は大体中英コ

ーナーと同様で,ただちがう点は百味箪笥に

書かれている文字がすべてタイ文字で書かれ

ていた｡このタイ国生薬はいわゆるタイ古典

医学による治療などに用いられる生薬でタイ
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阿伝統の生薬類である｡ 〔以下タイ国伝統の

古典医学に使用する召三薬をタイ藁と称 し,莱
洋医苧 (沌方医学)の治療に用いるものを中

葉 (fLTi薬)と称する｡〕

タイ葉類については未だ完全な 文 献はな

く,'Tf_者は出猫榔 こその予備知識を得るため,

タイの 葉用捕物 その他に 関する的里なタイ

語の分拭 Sangiam Phongbunrot,Maithet

MuangThai;SaPPhakhunkhongYaThet

laeYaThai.Bangkok:1959.608p.(木村

也- ｢東南アジアの生薬に関する調査｣ :Jコ東

南アジア研究=iVol.2,No.1,1964に紹介)

に記載された植物名を唯一の煉りとして検討

した｡ タイ三勘まインド占医学 (アユルベーグ

1穴.学)の亜流を汲むといわれ,タイ国で数

百年の歴史と伝統をもち,多 くの古 典 r/)定価達

によって伝承されたタイ古典医学に使用され

る｡今なお古典医師の養成 も行なわれ,タイ

人ojf榔こ根強 く,広 く利用されている｡上記

文献にあげられる吐葉は約 780種で,植物性

のものだけではなく, 動物性住英, 鉱物性

生英も含まれ,また 120種ほどの生薬製剤の

処方もあげられていて, 植物性吐薬のうち約
600種のものに基原柚 物名の記載がある｡ し

かしこの抽物名の記載には不備な点が多 く,

全面Ⅰ伽 こ信頼することはできない｡また文献

に見 られるタイ薬には申葉も含まれていて,

例えば Bualuang一速髪 (-スの花の雛丑),

写真5 バンコク薬店のタイ薬の百昧箪笥

(薬名がタイ名で苦かれている)

千),Kodkakling-ホ ミカ(番木簡)(Siry-

chnosnux-i)omica の 種子), Reu-縮砂仁

(Amomum xanthioidesの種子塊)などがあ

り,これらの多 くはタイ国産のものや近隣に

産出する生薬で,インド産のものもあり,そ

の使用の由来などもうなずけるものであって,

筆者の視察見学 した薬店の百味箪笥には一方

は撲字で,一方はタイ文字で苔かれていて中

味は同じ生基が収められていたoLかL Kod

nantaw-大黄-のように中国西北部特産の

中葉の名称も見 られ,文献では申 薬として最

良品種である錦紋大黄(RheumPalmatumの

根茎,タイ国に産出するとは考えられない)

があげられ,薬店の中薬コーナ-には錦紋大

貴が収められ,タイ薬コ-ナ-にはインド大

黄(Rheumemodiの根茎で,中英としては品

質劣等品)らしきものが入れられていて, 価

コーナーの生薬がことなり,文献と食い違っ

ているものもあった｡なお筆者の視察見学 し

た薬店は小売と同時に生薬の集荷,卸業,負

易等兼業の店であったため,タイ薬を含めて

種々の吐薬を見ることができたが,今回の現

地での調査は極力その標品の収集に主力をつ

くし,将来タイ薬の実態追求とタイ薬の申 薬

とoj関係,その他を明らかにするための基盤

にすべ くつとめた｡その結果バンコクにおい

ては 156柏のタイ薬と若干種の中英を入手 し
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写真6 バンコク薬店の家庭薬
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たが,筆者の視察 した薬店の模様から一般に

よく流通 しているタイ薬はおよそ収集できた

のではないかと考える｡ただ今回は植物性生

薬を重点的に収集 したので,かなりの種類が

あると思われる動物性,あるいは鉱物性のタ

イ薬については次の機会にゆずった｡なおこ

れらの標品は帰国後整理した結果,樹皮類生

薬10種,木材類生薬16種,茎幹類生薬 9種,

根 ･根茎類生薬36種,薬類生薬 2種,花類生
薬16種,果実 ･種子類生薬54種,全章類生薬

5種,その他生薬 8種であった｡また生薬製

刺,すなわちわが国における家庭薬の形態を

もったものも若干種入手することができた｡

写真7 WotPo寺院にあるタイ古典医学教
習所 (バ ンコク)

なおその後,Dr.Komolの案内でバンコク

の名刺 WatPo寺院を見学, 同寺院にある

タイ国古典医学教習所兼診療所を視察 し,そ

の際,同所で発行するタイ古典医学書ととも

にタイ薬の新 しい文献 Samakhom Rongri-

enPhaetphaenBoran,PramuanSaPPha-

khunYaThai,Pt.1.Bangkok:1964,324p.

を入手することができた｡この本は未だ上巻

だけしか出版されていない｡前記文献と比較

するとその記載内容はあまり変わりないよう

であるが,前記文献の植物名の誤りなどはか

なり修正され,同時に収載品目の数は約 2倍

に増加 している｡この両文献を総合検討すれ

ば今後のタイ薬検討に参考になることが多い

と思う｡
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次にバンコクの薬店で見 られた小 薬につい

て見るとその種類などは香港市場で調べたも

のとおおむね同様であるが,その品種は香港

で見られるほど多品種にわたらず, 1種類 1

品種程度のものであって,その品種もものに

よっては下級品が見 られた｡例えば人参はほ

とんどが洋参すなわち広東人参であった｡ま

たこれを日本の生薬市場のものと比べるとそ

の種類ははるかに多 く,特に中国南方地域で

使用される生薬が相当あるように思われた｡

例えば田三七など｡また動物性の生薬もかな

り多 く含まれていた｡これらの申 薬を利用す

る中国系タイ人や華僑には中国南方地域の広

州や潮州出身の人達が多いのであるから当然

である｡

なおこれらの中英のなかに日本産生薬 (香

港の項に記す)-例えば黄連,川等,牡丹皮

など-が堂 々と中国産生薬の問に肩をならべ

て見 られ,意外な地域に市場をもっているこ

とに驚いた｡

バンコク生薬市場調査研究に協力 していた

だいた聯華薬業公会理事長翁泰山氏,また調

査研究中終始同行 して案内していただ くとと

もに多種類,多量のタイ薬を研究資料として

御寄贈いただいた福安堂楊錦忠氏,恵済堂周

舟方氏に深甚の謝意を表する｡

2. チェンマイにおける調査研究

バンコクでの調査を終わって筆者は北タイ

山岳地帯の古都チェンマイに赴いた｡同地には

保健衛生省のキナ樹栽培地があり,またRoyal

ForestDepartmentの 植物園があるのでこ

れらをあわせ見学するためである｡タイ国内

航空でチェンマイに到着 し,直ちにキナ栽培

地に向かったが植物園はその途中にあるので

立ち寄る｡しかしながら案内して くれた人が

保健所の役人であったため不案内で管轄ちが

いの植物園の様子は全 くわからず,事務所が

どこにあるのやらそれすらもわからない始末｡

キナ栽培地に行 く時間の都合もあり,ただ入
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写真8,9 RoyalFore stDepartment の
植 物園 (チ ェンマイ)

口付近U)刷 物を名札をたよりにしばらく見て

回 っただけで退散せ ざるを得なかった ｡ かた

り期待 してここでは多 くの張用樹木が見られ

るものと思 っていたojに仝 く残念だことで,

またの機会には是非ゆっくりと心ゆ くまで見

学 したいものと思 う｡ これからさらにジ-プ

で両 を登 り高さ約1,700メー トル,チェンマイ

から18キロくらいの両地にキナ樹栽培地があ

った｡20年ほど前 にできたというあまり広 く

ないところで (約7,200平方メー トル),ほん

の試験栽培地 という感 じであったが割合よ く

告押 されていた ｡ただここにはタイ人農夫が

ただ 1人rr里里にあたっているようで,専門の
技術者が現地にいるではな し∴案内して くれ

た女性技官も保健所の役人でありただ道案内
を して くれたにすぎず,Jr]Fi大に詔を聞いて も

詳細 なことはわからない ｡ 例えば品種につい

て聞けば,｢大きい 葉 の種類｣, ｢小 さい葉の
種類｣ とい うだけで棉物名などt'ま全然わから
ない,というより通 じないf撒三であって,要

方的 に軌察 した結 二黒を記せば,いわゆる ｢大

きい葉｣, ｢小さい葉｣の 両 種 と も恐 らく

Cinchonasuccirubra柿C))1 晶 柿と思 う｡ か

-)て ジャワレ)チボタス柄物園で見た C_suc-

cirubra とくらべると比較にならないなど貧

fllJプ封封で,気IF/J'iその他の環境によるものか,

帯理 の良 し悪 Lによるものかわからないが,

これからキナ光,TL基を採取するためにはまだま

だ容易なことではないと思えたO両種のうち

では ｢小 さい葉｣の方 が通種のように思われ,

｢大きい葉 ｣ の品種には立ちイこ.けLの ものがか

なりあり,枯木には地衣が非常によ く着生 し

ていた｡ この地域 は年制 平均/'<相良25-6oC,
雨量 1,000-1,400mm あり,かつてわがLlで

は合湾でキナ樹の栽増にかなりの成功を見た

のであるから専門技術者の手をわず らわせば

十分よい成績を挙げ得 るのではなかろうか｡

このような気持をもって下直した ｡

翌｢工拝者 はチェンマイ車内の生薬店を視察

したが,これはたまたま四寺井教授からの依

頼品を手渡す ことから在留邦人大両平八郎氏

に会い.人両氏夫妻ojノ案内で_/摘 'i店を視察す
ることができたので,全 く予期 しなかった幸

運に巡り会ったといわざるを得ない｡案内を
受けた_'L:_ミ肘 書はインド人経営の英店で,主人

はなかなか長くむずか しそ うな老人であったが,

辛い大 山氏 とは視しいFI舶勺であったので心よ
く見学 させて くれたO この店はバ ンコクで見

た骨 .Elさとはことなり,タイ葉専lHjTLEi=で,タイ
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写真10,11 キナ樹栽培園とキナ樹の花 (チェンマイ)

薬と中英の兼業ではなかった｡チェンマイは

タイ人が中心で中英を利用する人が少ないと

いう関係からではなかろうか｡ちょうどこの

タイ薬店の向かい側に近代的な西洋医薬品を

扱 う薬局があり極めて対照的であった｡さて

このタイ薬店でもまたタイ薬約50種の標品を

収集することができたが,店先にはざっと数

えて約 300数十種のタイ薬を置いているよう

で,ここの主人公と対談中,最も普通に使わ

れているというか,よく売れていると思われ

る生薬中,バ ンコクではあまり見かけなかっ

たようなものを主として集めたつもりである｡

その際,特に目についたことは樹木類の生薬

の種類が多かったことで,メナムデルタのバ

ンコクとことなり,樹木の多い山岳地帯をひ

かえたチェンマイの土地柄をあらわすもので

はない かと思った｡また動物性,鉱物性の生薬

もかなり目立ち,バンコクで見たものとは種

類 もちがっているように思えたが,ここでも

動,鉱物性生薬については調査研究を省略し

た｡しかもその日の午後早々の倭でバ ンコク

190

-戻る予定になっていたために,ゆっくり見

学研究する時間がな く,事前に予期しなかっ

たタイ薬店の視察であっただけにうしろ髪を

引かれる思いがした｡結局 1泊 2日のあわた

だしい時間のうちにチェンマイ旅行を終えた

が,再びチェンマイを訪れる機会をつ くり,

山地民族,あるいはビルマ,インドなどとの

関連性を追求 しながらたっぷりとタイ薬の調

査を行なうならば一層興味あることがわかる

のではあるまいか｡また筆者が往路チェンマ

イ-の途中で着陸したPhitsanulok空港から

ほど遠からぬところにペグ阿仙薬を製造 して

いる部落のあることがバ ンコク帰着後に判明

した｡今回のスケジュ-ルでは出発前に知っ

たとしてもとうていそこまで出かけることは

不可能であったが,これなども次の機会には

ゆっくりと調査 したい｡

チェンマイ案内の労をとられた Mrs.Aun-

chunThongtawee,突然訪れてひと方ならぬ

お世話をいただいた大山平八郎御夫妻に深謝

する｡
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3. チャンタブリ英用植物農園視察

チェンマイの調査を終えてバ ンコクに帰着

した翌捌,センターのジ-プを借用 してバ ン

コクから東方約 300キロのカンボジアとの国

境に近いチャンタブリ-昆駆とばした｡案内

役には Dr.Komolの指示で,術生試験所の

MissThanomwangAmarayakuが同行,LL'T
発が遅れ,10時バンコク発,途申ココナッツ

ビ-チで局食をとり平均時速90キロ以上でと

ばし,午後 4時すぎやっとチャンタブリに到

着,保槌所長の案内で旅合に落ちつ くU片道
に 1日を門やしてしまった｡ 翌 ｢lは保健所長

C/j案内で保健術ft-,.省C/)薬用植物農園にIL)1かけ

たが街から東北方20キロあまり,ジープで約

30分あまりかかる二不便なところにある｡ 途中

はほとんどゴム林で,農周に隣接するゴム林

を視察 したが,樹は老生 し,タッピングして

あっても乳液は希溝でしかも極めて少量 しか

落ちていない｡見るからに老化現象を起 こし

ていることがわかる｡ これほどの地域にある

ゴム閲をなんとか更fE-_する方法はないものか,

全 くおしいものである｡ 薬用植物農1拙 ま広さ

約 4万平方メー トル,栽培種はわずかに約160

種と聞いた｡ いかに大きくなる樹木がた くさ

んあるといっても4万平方メ- トルに 160種

とはちょっと少なすぎるように思われるが,

闇の入 口近 くに農犬舎があるだけで,研究室

写真12 タイ薬専門店内部(チェンマイ)

や実験室,膳葉庫があるわけでもなし,もち

ろん植栽植物目録もない｡農夫が数名いた く

らいで植物園の形態はな く,農園にすぎない｡

農夫舎附近の通路は整備されていたが,ほと

んど広い敷地に植えっ放 しといった状態であ

った｡ 抜目勺を 案内 してもらった農大は植物

の名前をタイ,/(]でしか知らず,これを同行の

MissThanomwangが リス トでラテン名を調

べて,筆者に教えて くれるという三段構えで,

えらく手間がかかる｡こんなことでメ-ン通

路を見るだけで半日経ってしまった｡ここで

農夫達のつ くって くれた昼食の御馳走になる｡

午後は MissThanomwang が疲れてしまっ

たらしいので,筆者の見たい植物名を書き上

げ, それだけ見せてもらう ことにした が,

書 き上げたほとんどのものはここにはなかっ

た ｡ こんなことで農r拙ま引き上げざるを得な

かったが, それでも巳豆, 丁子, 大風子,

ホ ミカ,ス トロファニッスの一種などの花が

咲き,実を結んでいて,手にとって見 られた

ことはうれ しかった｡また,20年前,正倉院

葉物のL璃査研究をした＼rjl時,われわれの議論

の中心になった=奄麻経の母柚物 Phyllanthus

emblicaL.の樹を目の前にし,その果実を見

ることができて感慨無量であった｡

さてこの地方一帯は熱帯降雨林地区であり,

年間雨量3,200-4,000mm∴平均気温28-9oC

写真13 タイ薬専門†吉の店頭で (左より

2人目インド人｢吉主,3人R在
留邦人大山氏,右端筆者)
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写真14,15 チャンタブリ薬用植物農園で

左 CinnamominminerusREINW

右 StroPhanthussp.

の地域であって,熱帯植物栽培に適 し,しか

もバンコクからは比較的近い (交通の優は全

く不便であるが)という好条件に恵まれてい

る｡しかし現状は,ただ熱帯地域の薬木を植

えてあるだけという感じがした｡もっともっ

と研究人員と施設が整備されるならば,タイ

国にとってよりいっそう利用できる有用な植

物園となろうものに,タイ国におけるこの方

両の人的不足がチェンマイのキナ栽培園とと

もにつ くづ くおしまれる｡

その夜,夕食後保健所員の案内で薬店の見

学に出かけたが,タイ薬を扱 う店が容易に見

つからず,閉店まぎわの薬店にとびこみ,あ

わただしく見学,またこの地方から出産する

生薬などについて尋ねてみたが,詳 しいこと

は教わらなかった｡わずかに標品類を購入 し

ただけに終わった｡なおこの店は中薬も扱い,

ほとんどバンコクの薬店をやや小規模にした

店であったが,ここでも黄連,川等,麦門冬

など日本産の中葉があったのには驚いた｡

往復に2日を費やす,2泊 3日の強行軍で

あったが, 同行された MissThanomwang,
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チャンタブリで案内の労をとられた保健所の

人達に謝意を表 したい｡

以上でタイ国各地のタイ薬,中英の調査,

あるいは薬用植物の数々を見学することがで

きたが,タイ国出産の生薬で,輸出量におい

てかなりの比重をしめる,箆麻子(ヒマシ),

タマ リンド,ラウオルフィア(インド蛇木),

ペグ阿仙薬,シャム安息香などについては,

いずれも筆者らの視察 した薬店で若干の標品

の収集はできたが,これらの生薬はそれぞれ

別に専業の取扱い業者があり (これは他の香

辛料生薬についても同様のことがいえる),今

回は調査期間の関係上,これら専業の業者ま

で調査研究する機会がなかった｡これはあた

かも日本における人参,-ッカ,除虫菊,塞

天などとよく似た形態である｡なおこれらの

生薬の品質,品種などについては香港市場に

あらわれる生薬によってその概略と他地方産

のものとの比較もできるが,その他のことに

ついては機会があれば再び調査を行ないたい

と考えている｡
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木 島 :東南アジアの生基

1[ シンガポールの香辛料生薬市場の

調査研究

以上タイ国における生薬に関する予備的な

調査研究を終わり,クアラル ンプールを経由,

シンガポールに立ち寄り,同地の生薬市場を

視察 した｡シンガポールは戦後香港にくらべ

て市場としての地位は低下 したとはいえ,な

お香辛料生薬を主にマレー,インドネシア産

生梨の集散の中心になっている｡筆者は香辛

料生薬を中心に市場の調査を実施した｡その

主なものはPepper,Nutmeg,Mace,Cardamon

類などであったが,各地の各種の生薬を見る

ことができた｡また最近日本に輸入されるス

マ トラ安息香にいろいろな問題があり,その

現状についても知りたかったが,たまたま業

者の好意からスマ トラ安息香の工場 (名前は

スマ トラ安息香であるが,シンガポールにも

その工場のあることがわかった)を心おきな

く見学することができてはじめてその実体の

詳細 を知ることができた｡ すなわち従来は

｢スマ トラ一帯に野生する Styrax benzoin,

S.sumatranusの 樹幹に傷をつけてこれか

らにじみ出た樹脂｣となっていたが,工場で

実際に見た結果は,これらの樹木の樹脂では

あるが,単純にその樹脂を集めたものではな

く,幾種類かの樹脂を破砕してこれを混合,

圧搾成形 して,人工的に製造するものである

ことがわかった｡最近品質的にいろいろの問

題があったのも,このように幾種類かの原料

樹脂から適当にその販売品質に応 じて製造さ

れたものであれば当然のことであるのを知っ

た｡なおこれらの原料樹脂の母植物が何であ

るかはスマ トラの調査をしなければ判明しな

い｡また原料樹脂にはボルネオ,サラワク方

面からもシンガポールに入って来ることを知

り,少な くとも従来文献に見られるようにS.

benzoin,S.sumatranum だけではないよう

であるO帰国後目fタイ国で入手した安息香

(シャム安息香)とも比較研究中で詳細は近

く別 に報告したい｡ なお安息香についての知

見はシンガポール到着前までは全 く予期しな

かったことで今回の調査研究旅行最後の-大

収穫で,そのうえここでも多数の香辛料生薬

標本を収集することができ,シンガポールま

で来たことは無駄ではなかった｡なお,マレ

-シア生薬については今回は一部のものを見

たが,もちろん不十分であり次の機会にゆず

ることにした｡

以上で10月31日～11月17日にわたる東南ア

ジア生薬,主としてタイ生薬の調査に関する

予察を終わったが,その間今後の研究方針樹

立の資料として多数の標本類その他を収集す

ることができたのは最大の収穫であった｡

お わ り に

今回の調査研究は主としてタイ国の生薬に

関する調査であったが,タイ国で見 られる生

薬はその使用される面から見ると,今まで主

として述べてきた (1)タイ古典医学の治療に

用いられる ｢タイ薬｣,(2)東洋医学 (漢方医

学)の治療に用いられる ｢小薬｣のほかに(3)

今回の調査ではふれることができなかったが,

辺境 の 止り也民族 などが 用いるローカル的な

｢民間薬｣, (4)西洋医学の治療に用いられ,

あるいは近代医薬品の製造原料となる,いわ

ゆる ｢西洋生薬｣がある｡後者については筆

者が Dr.Komolの好意でいただいたタイ国

共材貿易 リス トに単独に名称のあげられてい

るものに除虫菊,バニラ,サフランー以上輸

入,デ リス根,ラウオルフィア(インド蛇木)

-一以上輸出などの名称が見られるOこの他こ

れも貿易 リス トにかなりの比重を示す (5)香

辛料がある (例 えば肉豆惹,肉豆蒐花,丁子,

八角筒香,月桂菓などである)0

以上のように生薬は 5種類に大別できるが,

その区別は明確なものではな く,前述o_)よう

にタイ英として使用するとともに中 葉として
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も使用するもの,またタイ薬であり中英であ

り近代薬物の製造原料とするもの,あるいは

香辛料でありタイ薬であり中薬であるものな

どお互いに共通のものがたくさんある｡

これらの生薬のうち,タイ国産の生薬で,

しかも大量に広 く国外に輸出されている有名

生薬,例えば大風子,蒐麻子,縮砂,ペグ阿

仙薬,ホ ミカ,タマリンドなどもこれをよく

検討してみると生薬そのものについてはよく

解明されてほいるものの,タイ国内における

産地,母植物の分布,採取調製法などの生産

過程などについてはいまなお不明な点がはな

はだ多い｡

さらにこれが純然たるタイ薬になると最初

に述べたタイ語のわずかな文献以外にこれを

紹介するものはなく,文献に紹介する母植物

さえあいまいな点が多 く,ほとんど不明であ

るといって差 しつかえない｡

一方タイ国における生薬の研究現状は,筆

者が視察した時限では研究機関としてはバン

コクに SchoolofPharmacyの生薬学教室と

衛生試験所の薬用植物部の二つしかなく,研

究陣も少ない｡さらに純生薬学的な研究,す

なわち生薬研究の基本の第一歩である基原植

物を決定する研究に従事している人は皆無で

ある｡またこれらの研究施設における生薬学

的研究遂行に必要な設備もまた皆無といって

も過言ではない｡もっとも基原植物を決定す

るにもタイ国内のフロラが不明に近い状態に

あるからといえるかもわからないが,その点

は植物学関係(動物学その他も),農学関係の

協力を得れば不可能ではない｡また将来この

方面の研究に従事するかもわからない学生の

教育方面も単に欧米生薬について欧米の数種

の生薬学の教科書から抜粋教授されている状

態で,タイ国自身の国内で広 く利用されてい

るタイ生薬や中英については全 く放置されて
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いる｡この状態ではこの方面を志す学生が現

われてくることもないし,また養成すること

もできない｡

筆者に同行してくれた保健省の若い薬学士

は専門でないにしてもタイ生薬の名称はおろ

か,そのようなものの存在すら知らない状態

であった｡これをかつてのわが国にあてはめ

てみるならば生薬研究に関する限り,大正初

期はおろか明治,あるいはそれ以前の状態に

あるといってよい｡

筆者は今後タイ薬の実体と品質を明らかに

するとともにフロラの明確化にともない,そ

の基原植物を決定し,さらにタイ薬を含め今

なお不明確なタイ国産有名生薬の産地,生産

過程の調査研究を行ない,またこれらの生薬

のなかには他国産の同一生薬にくらべて品質

の著しく劣るものがあり,その原因の追求も

試みるつもりである｡一方またタイ国の生薬

学的研究の向上にも協力したい｡

この基礎的な研究からなされない限りタイ

生薬の成分,薬理的研究はとうてい望むべ く

もなく,同時に資源的にも開発は望まれない｡

謝 辞

今回の調査研究に際し,タイ国産生薬の向

上, 開発に非常な熱意をもたれ, 多大の便

宜と支援をあたえられ,また個人的にも歓待

を受けたタイ国保健衛生省次官補 Dr.KomoI

Pengsritongに最大の敬意を表し, タイ国内

旅行中絶えず同行案内の労をとられた保健衛

生省 MissChampornChandanasuta,Miss

SompornChandhararasamee,また滞在中い

ろいろと御世話になった武田薬工バンコク事

務所鈴木十四夫所長,竹中文男氏,本学東南

アジア研究センターバンコク連絡事務所石井

米雄助教授,高谷好一氏はじめ事務所職員各

位に深甚の謝意を表する｡
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タイ中央平野の稲作調査研究

福 井 捷 朗

は じ め に

1967年 1月11日の "TheBangkokPost"紘

によると,昨年度のタイの輸出総額, 150倍

バーツのうち,米は前年度に くらべて40万 ト

ン,3倍バーツの減少ですが,依然第 1位を

占め,136万 トン,金額にして40億バーツ(邦

貨700億円)で,総輸出の 37.5%を占めるこ

とになります｡米に続いては,ゴム19億バー

ツ,ケナフ16億 4千 5百万バーツ, トウモロ

コシ15億 2千万バーツ,錫12億 7千万バ-ツ

とあり,以上が上位 5位で,以下 タピオカ澱

粉,チーク材と続 きます｡米は昨年の端境期

に国内消費者価格が高騰 し,一時輸出禁止令

を出して輸出を抑えたことなどもあって,柿

出高が減少 したのではないかといわれており

ます｡

そのほかに米の経済上起こった変化といえ

ば,本年 1月16日から,これまで しばしば論

議のまとになっている Ricepremium が,

従来のように輸出米の量に対 してでな く,金

客酎こ対 して課されるようになったことです｡

その意味は素人の私には理解できませんが,

おそらく間際価格の上昇分が,より政府財政

ならびに農民に還元されるようにとの方向に

沿 うものだと考えたいところです｡

1966年 6月以来,再び東南アジア研究セン

ターの現地調査にたずさわる機会を与えられ

ましたが,同県J･･しこ今回はタイ同農務省米穀局

技術部に臨時職旨として雇用されたせいもあ

り,仕事の面では万事スムースに行なうこと

ができました.農務省関係の試験研究機関の

多 くが,バンコク郊外の農科大学内に某申 し

ておりますが,そこは1964年～65年の留学生

生活以来のなじみの場所です｡華僑,｢旧喬な

どの多いタイではこの国に永住 しようとする

外国人が決 して珍 しいことではないせいもあ

ってか,私 もどうやらその部類にいれ られて

しまいそうです｡

私のこのたびの試験,調査の内容は,

(1) 中央平野の稲作生育調査

(2) 植木鉢試験

(3) 圃場試験

の三つに一応分けられますが,(1),(2),(3)い

ずれにおいても,ねらいは地力レベル (施肥

量), 栽値密度, 生育 日数の三者間の相関関

係を経時的に追い,この地域における水稲生

育のバク-ンを描き出し,さらに施肥,栽培

時期によるそれらのパターンの変異を知ろう

とするものです｡チャオプラヤー河の流れる

中央平野を選んだ理由は,第 1に東南アジア

大陸部の主要米産地が,多 くこのような大河

川の下流の平坦部にあること,第 2に昨年度

の北タイにおける渡部教授 (鳥取大)の生育

調査から,中央平野と北タイでは,品種,漉

手性様式,栽培技術など多 くの点で異なってお

り,別個の研究が必要であり,またそれ らの

比較に興味が持たれることがあげられます｡

I 中央平野における生育調査

見わたす限りの永日l地帯を突走るまっす ぐ

伝-イウェ-を車両点検不十分な車を運転す

る神 風的運転手にまじって疾走することが調

査に必要となります｡このたびの調査行きは

米穀局のF■,i-:意と FAO専門家の高橋治助博士
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1.Chainat

2.Lopburi

3.Singburi

4.Suphanburi

5.AngThong

6.Saraburi

7.Ayutthaya

8.NakhonNayok

9.Prachinburi

10.Pathumtani

ll.NakhonFathom

12.Nontaburi

13.phranakhon(Bangkok)

14.Thonburi

15.Chachoengsao

16.Samudprakan

17.Samudsakhon

18.Samudsongkhram

19.Ratburi

図 1 Distributionofobservationplots

番号は県 (changwat),｡はその県庁所在地を示す｡XR,ⅩBはそれぞれ Rangsit,Bangken
RiceExperimentStationを示す｡

の口添えのおかげで,すべて役所のランドロ

ーヴァー (英国製のジ-プ)で役人の運転手,

役人の助手兼監視役兼事故責任者とともにす

ることになりました｡調査の守備範囲は南北

がチャオプラヤー河口からおよそ 300km の

高さ,東西は海岸沿いの 150km を底辺とす

る二等辺三角形内で,県でいうとプラナコン

(phranakhon),トンブリ(Thonburi),ナコン

パ トム(NakhonPathom),ノンブリ(Nontabu-

ri),サムット･サコーン(Samudsakhon),

ラーブリ(Ratburi), チャチュンサオ (Cha-

choengsao), プラチンブリ (Prachinburi),

ナコンナヨク (NakhonNayok), サラブリ
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(Saraburi),パ トムタニ(Pathumtani),アユ

タヤ (Ayutthaya),アントン(AngThong),

スパンブリ (Suphanburi), シンブリ(Sing-

buri),ロップブリ(Lopbllri),チャイナー ト

(Chainat)となります｡日本でいえばいくら

地形的に均一的であるとはいえ, 1人で近畿

地方全体に匹敵する広さを調査しようという

のですからいささか無理な話かも知れません｡

調査は収穫期までは10カ所に限り,同一個所

を出来るだけ数多 く訪れることとし,11月未

から1月初旬にかけての収穫期にはなるべ く

多 くの個所の収量調査を行なうことにしまし

た｡ 中 央平野といっても周辺部は主に早生,
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中生で最も水が多 くなる10月末頃でもせいぜ

い水深 20-30cm です｡この地帯では12月中

旬までにはすべて収穫を終わります｡一方,

チャオプラヤ-河沿いではほとんどが晩生で,

水深も普通 50-60cm,浮稲地帯では数メー

トルにも達 します｡収穫期は 1月中旬まで続

きます｡調査地点は約40カ所になりましたが,

そのうち直播田が10カ所で他は移植田です｡

例の浮稲は晩生,直播が原則で,草丈 4m前

後あるのを収穫 しやすいように風向きに従っ

て (この季節には東北季節風が強 くなるので

南または酉にむけて), 人為的に倒 してあり

ます｡深水の閏んばでの調査もさることなが

ら, このような浮稲地帯では, 普通の農家

の稲刈は穂首の下 30-40cm で刈取りますか

らいいようなものの,私の調査のように一定

面積内の株を根元から刈取るとなると大変で

す｡気をつけないとかならずやられるのがひ

るです｡昨年 8月高橋,松尾両先生 (ともに

京大農学部)を調査田に案内した際,地下足

袋で武装したにもかかわらず,こはぜをひと

つはめ忘れたために高橋先/J二は足首に三又の

かみあとを 10cm はあろうかと思われる ≠水

牛ひる〟に残されてしまいました｡それ以外

には心配 していた蛇やその他の大小確虫類に

はあまりお目にかかりませんでしたが,一度

アントン附近の道路上で 2m くらいの トカゲ

の親分みたようなのを車でひきそこなって以

莱,その附近の田んぼに足を踏み入れるのが

多少敬遠気味になってしまいました｡

それぞれの調査地点ではまず耕作者に面接

し,聞き出せるだけの項目を埋めます｡たと

えば,氏名,住所,自作小作の別,小作の場

合の地主,小作料,土地利用法,品種套,苗

代様式,施肥,薬剤散布などです｡収量調査

の場合には所有地のうち収穫期になっている

もののうち比較的収量の高そうな筆を選び,

まず100-150株について穂数を数え,その平

均一株穂数に最も近い穂数を持つ株を10株サ

ンプルとしてもらいうけることにしました｡

檀播田の場合には-平方メ- トル内を刈取り,

同じくサンプルとして持ち帰り,収量構成因

辛,無機成分の分析に供することにしました｡

調査地点ではそれぞれの耕作者と面接した

わけですが,植物栄養学的質問以夕日こしばし

ば雑談となり,発表するようなデータにはな

りえぬにしても,その地方の稲作農家の背景

を知ることができ,大変興味がありました｡

たとえば先にも述べましたように中央平野と

いっても周辺部と本流沿いとでは栽培方法な

どについてかなりはっきりした区別が見 られ

ましたが,同時に,所有面積,白･小作農家

の比率,入植年数,使用方言,化学肥料の使

用度など,また見た感じだけにすぎませんが

寺院や学枚の数,子供の服装など限られた範

囲で未経験者が見ただけでも色々興味ある区

別ができそうでした｡第 2期 5カ年計画のう

ちのチャオプラヤ-デルタ計画でも多方面の

方々が,どの程度まで互いに協力することが

できるかが試みられることと思いますが,こ

の点についても田舎を回りながら考えさせら

れました｡

Ⅲ 植 木 鉢 試 験

棟問間隔を小さくしていくと,ある点で収

量は極大に達 し,以後減少 しますが,それは

一次的には株問に起こる養分競合と日光の相

互遮へいによると考えられます｡ 1株ごとに

植木鉢に植え,鉢の間隔を変えてそれぞれの

区の生育を見ると,養分競合を度外視して相

互避-いのみの効果を見ることになりますO

もっともこのような実験の際には株問間隔を

かなり小さくしなければならないので,ただ

でさえ不自然な状態である植木鉢をますます

小さくしなければならなくなり,圃場実験の

結果とは直接には比較できないのはもちろん

です｡

私が用いましたのは,外径 15cm,2.5kgの
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写真1 Chachoengsao附近の収穫期の水門

風 乾土が入る円筒形のものです｡品種は晩牡

種のうるちで,･巨央平野での奨励品種に指定

されている Pouang Nahk16といわれてい

るものを用いました｡一連の実験に4個の鉢

を使い,それらが株間間隔 15cm,40cm とな

るように並べ, 15cm 間隔の場合には, くっ

つけておいた4個の鉢のまわりを同処理の鉢

12個で取囲みました｡播種は6月と8月の二

通りとし,収穫期を含めて3回刈取ることが

できるよう連数をましました｡施肥は燐酸,

カリはすべてに十分量与え,窒素を6月播は

4レベル, 8月播ほ3レベルとしました｡こ

れらの設計によって,窒素 レベルの相違によ

って相互避-いの効果がどの程度減殺される

か,同じく晩植によってもどの程度減殺され

るかを見たいと考えております｡と同時に次

に述べる圃場試験の結果との比較において,

写真2 収穫後の水田は水牛の食卓となる

Suphanburi県にて
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冊場における密櫨による収量減ないし乾物往

産品の減少が,どの程度まで相互遮-いによ

るものであり,どの程度までは養分競合によ

るものであるのかも推定できないものかと期

待 しています｡

以上の設計によりますと,必要な鉢の数は

840個 となり, ほぼ小型 トラックの 1台分 く

らいになります｡まず困ったのがこの鉢の調

達でした｡製造元であるバンコク郊外の小さ

な工場に 1鉢 1バーツ50サタン (約25円)で

跳えてもらうことにしましたが,あいにく6

月はすでに雨期のはじまりで,夕立が来たり,

くもりがちな目が続いたりでなかなか乾かず

一方では苗代の苗は大きくなりつつあるLで

やきもきさせ られました｡

実験を行なった場所はバンケンの大学に隣

接 した米穀局の試験場内の網室です｡試験場

というところは病虫害が一揃い揃っていると

ころらしく,生育中期にヴァイラス病とメイ

虫に,終期には名前は分かりませんが蟻の幼

虫に多少そこなわれました｡鉢に詰めるため

に乾燥 してカチカチになった重粘土のかたま

りを砕 く作業や,鉢が小さいため 1日に2度

も水をたす作業などはすべて試験場に依頼す

ることができました｡

Ⅲ 囲 場 試 験

場所はラングシット稲作試験場内の最 も地
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力の劣っているあたりです｡植木鉢試験を行

なったバンケン試験場は窒素の効果が小で,

燐酸が大,ラングシットはその逆で窒素の効

果が大で燐酸が小さいというのが,ここの常

識になっていること,ならびにバンケン試験

場の面積に余裕のないことなどもあって,メ

イ国19カ所の稲作試験場のうち最大面積 (王

室からの借用地を含めて1,300rai≒210ha)を

持つラングシットで行なうことになりました ｡

ラングシットというのはバンコクから北へお

よそ 30km ほどのところに東西にラングシッ

ト運河が通 じており,その運河沿いに東-約

15km ほど行ったところで, 試験場は運河を

舟で渡った南側にあります｡重粘土酸性土壌

地帯の南端近 くに位置します｡香港方面から

タイの表玄関 ドンムアン飛行場に着陸する際,

眼下に碁盤の目のような潅漑用水路が見えま

す｡ (もっともここ以外にはこのような整然

とした用水路は見当たりませんが｡) この潅

漑地帯の真申 を東西に貫 く幹線水路がクロン
ラングシット (ラングシット運河)と呼ばれ

るものです｡

試験に用いた品種は,すべて植木鉢試験と

同じくPouangNahk16で,実験は下の四

つに分かれます｡

(A) 6月播種,7月移植,株問 40cm＼て40cm,

窒素14レベル (分施を含む),2通,1

月4日収穫

(B) 6月播種,7月移植,株問15cmx15cm,

童素5レベル, 2連,12月2411収穫

(C) 8月播種,9月移植,株間40cmx40cm,

窒素4レベル, 2連, 1月14円収穫

(D) 8月播種,9月移植,株問15cmx15cm,

窒素 7レベル, 2連, 1月91]収穫

(A)～(D)を合わせて,面積は約 3反歩,60処理

区になります｡

東南アジアの稲作は ≠米作Oでなくてやわら

作クだなどと言われることがありますが,茎葉

写真3 NakhonPathom 附近にて

--199- 199



東 南 ア ジア研究 第5巻 第1号

写真4 7月移植区の12月3日における状況｡向かって左側の4個の鉢が40×40cm,右側が15×15cm
の株闇間隔｡60,120,240,480は窒素のha当施与量 (kg),120kg/haで40cm区と15cm区
にかなりの差がすでにつく｡

写真5 9月移植区の12月24日における状況｡鉢

の配置,窒素施与量などは写真5の説明

と同様｡同じ施与量でも7月移植ほど差

がつかない｡
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重の割に,もみ垂は小さく,もみ生産の効率

はrl本稲に劣るのが普通です｡すなわち生育

期問,特にその中 期以後に茎葉の繁茂が著し

く,このことが養分競合,相互遮へい,倒伏

などを助勢 し,これらが栽植密度の限度が日

本稲より少さいことの理由と思われます｡こ

のような状態のこの地域の水稲に対 して窒素

肥料を施用すると,前記の傾向がますます助

勢され,乾物生産の増加が穀実生産に結びつ

きにくいことが当然予想されます｡実験(A)で

は,株間を 40cmx40cm と大きくあけ,秩

間相互遮-い,養分競合,倒伏などがおこり

にくい状態にして窒素を与えた場合の,一株

の穂数,-穂粒数の増加による収量の増加の

可能性とその場合の各生育段階の稲の状態を

考察するものです｡実験(B)では株問を15cmx

15cm と極端に小さくして,面積当りの株数

を増 した場合の生育パターンを追跡するのが

目的でありますO(B)の場合には与える窒素量

が比較的少な くても,収量の頭打ちが早 く来

てしまうのではない かと予想されます｡生育

調査によって得 られる一般農家の株間間隔と

の比較から,現行栽植密度の妥当性 もある程

度検討されうると思います｡(A),(B)はいずれ

も一般農家とほぼ同じく6月播種, 7月移植

ですが,(C),(D)では2カ月遅らせてありますO

それは晩植によって,生育jtJj問を短縮し,過

剰の茎葉の繁茂を避ける試みを意味します｡

つまり晩椙によって密棟,増肥がある租度可

能にならぬものかというわけです｡

ラングシット試験場はバンケンほど病虫害

もなく,農夫婦も,よりじゅんぼ く,仕事熱

心で安心 して任せることができました｡実験

(C)の葦素最多量区に,最後になって穂首イモ

チが出たほかは順調に終わりました｡

タイ国芸術局主催

｢歴史考古学セミナー｣

に参加して

石 井 米 雄

Ⅰ

｢タイ国文部省芸術局主催の第2回 やサマ

ナ- ･ボ-ランナカディQを,チャイナ-ト

ー市で開催することになったので,貴下をお招

きしたい｡｣ こういう趣 旨の手紙が,京大東

南アジア研究センター ･バンコク連絡事務所

に届けられたのは, 2月初めのことであった｡

｢サマナー｣という語は,1950年のアカデ ミ

ー版辞書 photchananukrom にはまだ収録さ

れていない新語で, ｢セミナー｣を意味する

巧みな造語である｡最近のセ ミナーばやりか

ら ｢サマナー｣はすっかりタイ語の日常語菜

の中に取入れられ,今ではテレビの人気番組

｢私はだれでしょう(サ マナ- ･ナックスー

プ',ナックスープは探偵の意)｣のタイ トル

にまでなっている｡ ｢ボーランナカディ｣は

｢考古学｣の意｡ したがって ｢サマナー ･ボ

ーランナカディ｣とは ｢考古学セ ミナー｣と

いうことになる｡

ところで1960年にスコータイでlllj･]かれた第

1回セ ミナ-の報告書1)を見ると, ｢スコー

タイ期 (サマイ ･スコータイ)の考古学｣と,

1) Krom Sinlapakon,KhambanyaiSammana
BorannakhadiSamaiSukhothaiPho.So.

2503.Bangkok:1964.V+303p.
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はっきり時代の限定がついている｡タイ国の

考古学は,大学でも芸術大学だけで講 じられ

ている,という事実からも推察されるように,

もっぱら美術考古学であり,その対象を歴史

時代の遺物 ･遺跡にかぎった歴史考古学とし

て発達 してきたのである｡これは古 く,ラー

マ4世王 (1851-1868)が,王宮内に ｢集古

館｣を建てて古美術品の収集をはじめたとき

以来,今日まで一貫 してつづいている傾向で

ある｡したがって ｢ボーランナカディ｣を｢考

古学｣ と訳すとき,とくに ｢サマイ ･プラワ

ティサ- ト(歴史時代)｣と断わらない場合で

も,おおよそ ｢歴史考古学｣と考えて差しつ

かえない｡ ｢先史考古学｣にはむしろ ｢先史

学｣と訳すほうがふさわしい ｢ウイチャー ･

コ-ン ･プラワティサ-ト｣といういう語が

図1 チャイナート附近

算5巻 第 1号

用いられる｡2)芸術大学では, この名称の授

業で,先史考古学の方法論が講 じられている｡

今回の第 2回セ ミナーでは前回のように時

代の限定はな く,地域がチャイナ- トに限定

された｡とり上げられた時代は, ドグァ←ラ~

ヴァティ期 (6-11世紀),ロッブリ一期 (ll

-14世紀),スコータイ期(13-15世紀)ウ-

トン期 (12-15世紀)およびアユタヤ期 (15

-18世紀)である｡

11

チャイナー ト市は,バンコクの北方およそ

230km｡チャオプラヤー河に沿った小都邑で,

市の東南 8km の地点に,有名な ｢チャオプ

ラヤー ･ダム｣があるOこのダムは1957年に

竣工 した農業用潅漑ダムで,チャオプラヤ-

河流域の耕地5,700,000ライ(1ライは 1.6km2)

の濯慨を目的として建設されたものである｡

さすがタイ国の官庁の白眉と言われる役所の

仕事だけあって,ダムのわきには潅概局専用

の立派なホテルが設けられている｡地方都市

の宿泊設備の貧弱なタイ国で,多人数のセ ミ

ナーを開 くとき,第 1に問題となるのは宿舎

の容量の問題だが,芸術局長も開会の挨拶で

述べたように,この ｢ホテル｣の存在が,セ

ミナーの開催地としてチャイナ- トが選ばれ

た原因のひとつであろう｡

2月19日 (冒)｡ バンコクの 国立博物館の

前に,60数名のセ ミナー参加者が勢揃いする｡

アカデ ミーのアヌマン ･ラーチャトン博士,

NRCのプラサー ト･ナ ･ナコン教授,サヤム

ラット紙のククリット･プラモー ト氏,チャ

2) ｢ボーランナカディ｣も定義上は先史時代を
含む｡なお｢ボーランナカディ｣および｢ウィ
チャー･コーン.プラワティサ-ト｣の定義につ
いては M.C.SubhadradisDiskul,"Wicha
konPrawatisatlaeRonPrawatisatThai,"

Sankhomsat Parithat-SPecial Edition.
Dec.,1964.pp.1-14.および ChinYudi,
HWichakonPrawatisatlaeRonPrawati-

satThai,''ibid.,pp.15-26.参照｡
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オ ･タイ紙の論説委LLで,仏教研究家として
著名なサテ ィエン ･パンクランシー氏など,

旧知の顔が大勢見えるのは心強い｡バス,ス

テーションワゴン,ジープを連ねてパホンヨ

ーティン街道を一路北上する｡ 6時過ぎ,川

面に映える夕 Hを背に受けながら,予定 され

た宿舎兼会場の ｢濯概局専用ホテル｣に到着,

先発の芸術局係官の出迎えをうける｡

m

翌2月20｢l(月), ホテルの 大広間にし/)
らえた会場には,昨夜のうちからマイク,黒

板,地図などが手ぎわよ くととのえらjt,セ

ミナーの開始を待ちわびている｡ 午前 8時30

I)Jtoチャイナ- ト県副知串の歓迎の辞.つづ

いてタニット･ユーポー芸術局長の開会の挨

拶があって, 5日間にわたる ｢セ ミナー｣の

幕がひらかれた｡

第 1日目のプログラムはまず,ポー ･シ-

ワ-ライ知事 (副知事代読)による ｢チャイ

ナ- ト地理概説｣があったのち,漉き既局次長

による特別講演 ｢チャオプラヤー河開発史｣

を聴いた｡ここでは,アユタヤ時代以来もっ

ぱら交通路として用いられた運河が,チュラ

ロンコン王 (1868-1910)の 時に 至って,棉

出米増産の必要にせまられ,大規模な濯翫計

画-と発展していった過程を後づけ,1903年

の運河局創設にはじまったタイ国の近代的漕

翫発達史を 8つの発展段階に分けて要衝よ く

説明した｡

今回のセ ミナーは,琴u:也調査を平行 して行

なうという趣 旨から, 毎 日のように excur-

sionがあった｡20日の午後は,まずチャイナ

- 卜市の北にある名利ワット･タマヌ-ンを

見学 したのち,ナコンサワン県のパユ-キリ

まで北上 し,1964年 英国人 H.G.Quaritch

Wales博士 らによって発見され,その後芸術

局係官の手で発掘が行なわれた,タ- ･ナム

オイ村,ワット･コーク ･マイデンの遺跡を

写真 1 ワット･タマヌーン

訪 れた｡この遺跡は ドヴ7∴ラヴァティ時代の

特徴を示 しており,同時代のものと推定され

る｡(タニット･ユーポー氏 はこの 遺跡の地

点が, 7世紀に- リブンジャヤを統治 したモ

-ン族の女王チャーマデーヴィが建設したと

伝えられるムアング ･プラバンであるという

仮説を提出している｡)3)現在この遺跡のす ぐ

近 くに二,三の僧房があって,黄衣の僧数人

が起居 している｡近 くに寺 もないのにどうい

うことだろうとたずねてみると,これは遺跡

の盗掘を防止するために芸術局が考え出した

苦心の策で,近在の寺院の協力を得て遺跡の

近傍に僧房を建設 し,ここに起居する僧侶に

盗掘の監視を依頼 しているとのことだった｡

｢それでも油断はできません｡ついこの間も,

芸術局長の偽書簡を示 して,発掘品をバ ンコ

クに移すからと言って立像の足を盗 もうとし

た事件がありました｡｣と僧侶の 1人が語 って

いた ｡

20日の夕食後 8時からは,サティエン ･パ

ンクランシ-氏による｢チャイナ- ト仏教史｣

と題する講演があった｡この講演それ自体か

らはそれほどの感銘は受けなかったが,講演

終了後質問の時間になって長時間続けられた

討論は,タイ国における歴史学研究の一断面

を示 して興味を引いたので紹介 しておきたい｡

3) TheFineArtsDepartment,SomeRecent-
lyDiscoveredSitesofDya-ravatz-Period.
Bangkok:1965.p.15ff.
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写真2 ワット･マ-ークート

午前中の ｢チャイナー ト地理概説｣でもそ

うであったが,サティエン氏はその講演のしい

でチャイナ- トの歴史 にふれ, アカデ ミー

版地名辞典 (Akkharanukrom Phumisat)の

記述を引用して,ラーマカム-ング王碑文に

見えるムアング ･プレェクをチャイナー トに

比定 した｡またアユタヤ王朝初代の王ラーマ

ーティボディ1世は,王位継承をめぐって発

生 した紛争に乗じてスコータイを攻め,チャ

イナ～ トに兵を進めてこれを占領 し,クン･

ルアンダ ･パゴアに統治を命 じた, と述べ

た｡ この第 1の点 については,二,三 の質

問者によってダムロン親王,セデスらによっ

ても指摘されているとおり,ムアング ･プレ

ェクはチャイナ～ トではな くサンブリ-であ

るとの反論がなされたが,数学者であり同時

に歴史学者,とりわけ碑文に造詣の深いプラ

サー ト･ナ ･ナコン教授 (カセーサー ト大学

副総長,NRC次長)は 第 2点の論拠の不備

をつき,(1)現在無批判にチャイナー トに比定

されている地名は, Sihingganidanam のパ

ーリ語原文では dvisakhanagaraで,これを

タイ語に訳せば SongKhwae(川が二又に枝

分かれしているところ)となる,(2)oldchai-

natの位置 を チャオプラヤー河 とノーイ河

の分岐点にとれば,地名の語源は説明できる

が,チャオプラヤー河が二つに分かれている

のはここばかりではない,(3)スコータイ碑文

No.7-kho,N0.8などに現われるSongKhwae
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は文脈から判断してピサヌロークと推定され

ているが,Sihingganidam に言 う dvisakh-

anagara(-SongKhwae)はこのSongKhwae

であり,したがってチャイナ- トではなくピ

サヌロークと考えるべきである,と論 じた｡

これに対 しトリー ･アマタヤクン民 らは,同

様の叙述のある Jinak畠1ama1iでは,この地

名は Jayanadapuram (-Chainat)であり,

チャイナー トに間違いないと反撃 した.これ

はさらにかれらの論拠とするtamnanないし

phongsawadanの史料価値4)論争にまで発展

することとなった｡両著作のタイ語訳者であ

るマ-一 ･セエングをはじめとする｢旧派｣の

学者たちは,これらの史料の記述の真びょう

性を支持 して譲 らず,最後には芸術大学のス

パ トラディット教授がおよそ史料なるものの

種類とその価値についてのきわめて初歩的な

講義を行なってこの｢論争｣に決着をつけよう

と試みたが,結局たがいに communicateで

きぬまま物分かれに終わってしまった｡この

｢論争｣を通 して感じられたことは,tamnan,

pl10ngSaWadanに通暁している ｢旧派｣の学

者たちは,これらの古典的作品に対する愛着

が,一種の信仰と化 してしまっていて,ほと

んど批判を受けつける余地がないということ,

もうひとつは,この公開討論の席に連なって

いた若い歴史学者たち- かれらの中のある

者は欧米の大学の学位をもっている- が終

始沈黙を守って,まった くこの論争の外に身

を置いていたことである｡かれらは伝統的な

学問の方法に固執する旧派の学者を陰で批判

しながらも,自身の behaviorはあくまでも

タイの伝統社会の ≪achan-dek(師弟)≫関

係の枠内に閉じこめられており,かれらの師

ないしは師と同列におかれている ≪achan≫

たちの言説を公に批判 しようとほしないので

ある｡この辺に,タイ人自身によるタイの歴史

4) これらはいずれも15世紀(Sihingganid豆nam)
ないし16世紀 (Jinak畠1amah)の著作o
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石井 :タイ国芸術局 ｢歴史考古学セ ミナー｣

研究の進歩の障害を垣 間見たような気がした｡

nr

2月211] (火)セ ミナー第 2日｡今朝は早

朝からバスでサンプリーに向かう｡ 会場はチ

ャイナ- トの ｢ホテル｣か ら,サンプリーの

ワット･マ-ークー ト寺院の簡素な講菅に移

される｡午前 8時30分｡ククリット･プラモ

ー ト氏の ｢古代におけるチャイナ- トの社会

･経済｣が始まる｡ 王朝年代記にあらわれる

断片的なま己事以外にこれといってまとまった

史料のない現状においてチャイナ- トひとつ

だけを取出してその社会 ･経済史を論ぜよと

いうこと自体,はなはだ無理な注文であり,

話題はいきおい中部タイ一般-と向かうこと

は当然であったが,氏一流の皮肉を交えた巧

みな話術に時の経つのを忘れる思いがした｡

これにつづいて スパ トラディット教 授 の

｢サンブリ派建築について｣という講演があ

った｡その後昼食小憩ののち,カチョン ･ス

カバーニット氏の ｢チャイナ- トの歴史的重

要性について｣と題するペ-パーが, トリー･

アマタヤクン氏によって代読された｡この中

でカチョン氏は,アユタヤ年代記にいうムア

ング ･トライ トrフルングはサンブリであって,

写真3 ワット･プラケオ

写真4 ワット･ポロマタート附近

その南方 1日行程の地点にあったと言われる

テープナコンは旧シンブリーであるという新

説を出していたが,本人が病気でセ ミナ-に

欠席したため質疑は行なわれなかった｡

その後でワット･マ--クー-ト,ワット･

プラヤーブレーク,ワット･プラケオ,サン

プリー城壁跡,ワット･チャンを見学 した｡

翌22口 (水)には会場をさらにワット･ポ

ロマター ト寺院に移し,ここでナコンサワン

附近の発掘現場から駆けつけた芸術大学の考

~古学担当マニット･ワンリボー ドム教授の講

演 ｢チャイナ- トで発見されたプラ ･ビム｣

を聴き,つづいて近 くにある ｢チャイナー ト

ムニー博物館｣を見学 した｡ この博物館は,

チャイナ- トムニーという人物が個人で収集

した 358点の美術品を,芸術局に寄贈 し,こ

れを展示格納する建物を芸術局が建設 したも

ので,1966年12月27日開館 したばかりのきわ

めて新 しい博物館である｡幅 30m 奥行 10m,

コンクリ- 卜造 2階建ての瀞酒な建物のI~恒こ

は, ドヴァラヴァティをはじめ,ウー トン,

アユタヤ時代の仏像,神像などが手ぎわよ く

展示されていた｡

午後はチャイナ～ トの北の町マノーロムか

ら船に乗ってワット･マカムタオを見学 し,

そのままチャオプラヤー河を下ってチャオプ

ラヤ- ･ダムまでの船旅を楽 しんだ｡

翌23日 (木)は,アユタヤ末期,ビルマ軍

のはげしい攻撃を受けながら最後oj一兵まで
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戦い,遂に全員戦死 したという歴史ののこる

カイ ･バングラチャンの古戦場を訪ねた｡こ

こは現在ボーイスカウトの訓練キャンプにな

っている｡この戦跡を永遠に記念するため,

現在勇敢な民兵たちの碑を建設する準備が進

められている｡

23日の夜 8時からほ,県視学官のタワン･

タクンシー氏による ｢チャイナー トの民俗芸

能｣という講演を聴いた｡タワン氏は現在チ

ャイナ- トに伝承されている芸能を (1)民謡,

(2)遊戯,(3)なぞなぞの3種に分類 し,これ

らがシンブリー,アントン,ウタイタ-ニー,

ロッブリ-,アユタヤ,スパ ンブリ等 と共通

している点を指摘した｡中学校高学年の生徒

による実演を交えながらの巧みな解説に夜の

ふけるのを忘れる思いがしたものである｡

2月24日 (金), セ ミナー最終 日は会場も

県庁会議 室 に移 し, 閉会 式 にふさわしい

formalな雰囲気がただよう｡ 10時15分チャ

イナー ト県知事の ｢今 日のチャイナー ト｣と

題する特別講演,これに続いてタニット･ユ

ーポー芸術局長の閉会の挨拶をもって, 5日

間にわたる ｢サマナ- ･ボ-ランナカディ｣

は無事終了した｡

お わ り に

今回のセ ミナーは純然たる国内セ ミナーで

あったので国外からの参加者はな く,外国人

は私のほか Siam Societyの Mr.JJBoeles,

タイ美術史研究家の Mr.A.B.Griswold,医

科大学の VictorKennedy講師らが討論に加

わったにとどまった｡ しかしタイ人の参加者

は多彩な顔ぶれで上にあげた学者の外,チュ

ラロンコン大学,芸術大学,チェンマイ大学

の関係者,芸術局専門家の大半が全国から集

められており,タイ国の ｢ボーランナカディ｣

の現状を知る上に大いに有益であった｡わた

くしのセ ミナー参加についてお世話下さった

芸術局のソンボンダ ･シーサムラン氏,国立

図書館のメンマ～ ト･チャワリット女史に厚

くお礼申しあげる次第である｡
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イ ン ドネ シ ア に 学 ん で

崎 山 理

Ⅰ シスワ ･ロカンタラ財団

東南アジアにおいて今 もなお最 も目まぐる

しい動きを続けるインネ ドンアに私が滞在 し

たのほ,1964年 9月から1966年10月までの約

2カ年である｡この間に私はマレイシア対決,

国連脱退, 9月30日運動,平価切下げ等の矢

つぎ早に起 こる政治的事件を身をもって経験

し,また,それによる影響が私の滞在目的に

も及んでその目的の変更を余儀なくされる場

合 も起 こったのである｡私の渡航はインドネ

シアにおける唯一の組織的な外国人学生招聴

機関,シスワ ･ロカンタラ財団の選考に合格

して許可が与えられたものであるが,この財

団の存在については日本であまり知る人 もな

く,まず簡単にその紹介をしておく｡ただし,

断わっておかねばならないのはインドネシア

には ｢××財団｣という少人数で運営されて

いる財団が数多 くあって,財団という名称か

ら決して欧米の,またわが国のそれを想像し

てほならないのである｡組織は援助資金財団

(全インドネシア向けの宝 くじを販売 し,そ

の収益は社会建設にまわす｡総裁はスカルノ

大統領)の傘下にあって,資金源としての月

月の予算は全 くこの援助資金財団に慮ってい

る｡このシスワ ･ロカンタラ財団の目的とす
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崎山 :イン トネシアに学んで

るところは友好国の学士級以上の志糖者に対

して,社会科学,文化,言語,身体障害者 リ

ハビリテーションの4部門において与えられ

る｡原則として期問は 1カ年であり, 1カ年

経過 しても研究者の事情によって延長可能で

ある｡ 私の滞在｢巨 ジョグジャカルタ近郊の

農村に住みついてフィール ドを行なっていた

スエーデン王llr_博物館からの文化人類学専攻

学生は 3年半の長期にわたっていたし,また,

タイからの留学生はインドネシア大学法学部

の正規の課程を終えるため4カ年の許可が与

えられていた｡留学生には研究方法上で特に

制限はな く,大学で聴講生となってもよいし,

また,フィール ドを行ないたい場合それも事

情を酌量して許され,財団が各地でのあっ施

の労を取って くれる.年ごとの採用数 も一一定

しているわけではな く,アパー トの収容力に

も限度があるのでアパ- 卜がふさがっている

限り採れない ということになる｡ ちなみに

1957年から1960年までわずか11名 (このうち

で英国人が 5名を占めるが,1963年9月の英

国との国交険悪化以来,英国人の採用は中止

された)を受けいれているにすぎない｡私の

滞在中,出入 した学生はアメリカ2,オ-ス

トラリア2,スエーデン1,アルゼンチン1,

タイ 1,日本 1であった｡留学牡の条件とし

て英語の十分な能力を持つことが必須とされ

るが,インドネシア語の知識は別に要求され

ているわけではない ｡ インドネシア語の習得

のために到着後,財団がインドネシア大学留

学生別科-その学生を送り込むか,またはア

パ ー トで行なわれる週 3日のインドネシア語

講習会にと_Li席させられる｡私が到着した時,

後に初等文化教育副大臣になったモハメッド

･サイ ド氏が授業に当たっていた｡学生の能

力にもよるがだいたい3カ月はこの講習を受

けな くては外-出してもらえない｡また,3

カ月ごとに研究経週報'告-を,そして帰国前に

最終報告を捉出しなければならない｡留学生

には住信 (3食,洗濯, 掃除付き) の保証

があるほか,審査された上で必要な図書購入

質,医療費,財団の承認を得て国内を旅行す

る場合その交通費を支払って くれる｡そのほ

かに月々小遣いが支給される｡ これは全 くわ

ずかであって斬りとはならない｡インドネシ

アのインフレーションは私の滞在 した約 2カ

年の問にアメリカ ドルに対しルピアの絶対数

がちょうど百倍になったが,このような経済

状態の中 にあって,例えば財団の職員の平均

給料は闇相場で換算するならば月10ドルを上

らず(コメは別 に支給される),これを生活門

のすべてにあてているのである｡だからイン

ドネシアの給料牲活者でアルバイトをしてい

ないものはない｡ (ただしこの数字を見てそ

の生活を悲惨 というのは当たらないかもしれ

ない｡ぜい沢品を別にして,それなりの欲望

を満たして くれる商品が悪 くともべらぼうに

安 く売られているからである｡) これから見

て小遣いの額が想像されるであろう｡ しかし

インドネシア人側からすれ ば妥当な線なので

ある｡ただし必要な資料を十分に集めたり,

国内の旅行のためにはどうしても自費は用意

していなければならない｡

財団の規定 している諸規則もいったん入団

してしまうと,非常にゆるみがあることが分

かったが,それは財団の規模の小ささにもよ

る｡この小ささが,ある場合には家庭的 とい

う点で便利になり,また,かえって不便にな

ることもある｡財団の人事は長のアンワ～ル

･チ ョクロア ミノト氏 (インドネシア回教連

盟党覚主), 副長,会計書記のアリスムナン

ダール氏,その他顧問として4名のメンバー

(その中の 1人はインドネシア大学攻二学部教

授スチプ ト･ウイル ヨスパル ト博士)および

3名の事務員から構成され,月に 1度定期会

議が開かれるほかは,学tl:合 の采配はほとん

どアリスムナンダ-ル氏によって振るわれ,

また,アパー ト (ジャカルタ郊外oj閑静な住
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宅地新クバヨラン地区にあり,6名収容でき

る｡ 1人 1室のモダンな建物での住み心地は

悪 くない)に隣接して氏の住居があるため,

氏および家族との接触具合が学生にとって重

要になる｡

ジャカルタから離れて地方で生活したい場

合も上記の会議で決定が下されるが,許可さ

れると,地方の希望地での民家を下宿として

あっ施してくれ,また,すべての必要な生活

費は負担してもらえる｡しかし外領に出るこ

とはほとんど不可能でジャワ島内に限られそ

れも大都市でないと難しい｡というのも国内

の トランスポーテーション,通信の悪さに,

一応身元責任者である財団側が心配してのこ

とであり,また,地方においてインドネシア

人と外国人との問の トラブルを極度に警戒し

ているからであった｡なお,当然のことであ

るが,インドネシア語の能力不足の場合,絶

対に出してはもらえない｡私は幸いに中部ジ

ャワのジョグジャカルタでの生活を許可され

たけれども,折しも国内の政情が騒然として

きて,私の滞在中は私がその最後の許可され

た者となった｡

Ⅲ 渡航日的一地方語習得,文献調査

私の渡航目的はインドネシア語のより深い

研究のほか,インドネシアの地方語の現状を

調査,習得することであった｡また,未調査

の地方語も数多 くありオランダ人によって比

較的多 くの業績が残されたのはスマ トラ,カ

リマンタン,ジャワ島,バ リ島に限られ,セ

レベス,モルッカス諸島にいたってはほとん

どまだ手がつけられていない｡しかしこの地

域に行なわれる言語はインドネシア語派とメ

ラネシア語派との中間に位置しているところ

から,この両語派が同じくオース トロネシア

語族に分類されているとはいえ,その形態論

的な相異が発生的系統的関係を明らかにする

ために飛躍がありすぎるのを何とかうまく繋
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ぐような特徴を持った言語の存在を仮定させ

るのである｡ジャワ島内部にも未調査の西部

ジャワ南バンテンの山中深 くに住むバ ドウイ

人 (人口約 2千といわれ,非常に排他的)が

居るし,東部ジャワでもプロモ山麓にバ ドウ

イ人に比べればその未開性は減るテンゲル人

(人口約 3万,オランダ時代からその高地を

利用して都市用の野菜栽培を行なっている)

がおり,いずれもイスラム教進入後山中-逃

げたジャワ人の一部であるといわれ,原始ヒ

ンズー教とアニミズムの混成宗教を持つらし

い｡彼らの言語は古代ジャワ語の特徴を保ち,

伝えているかもしれず,その点でもぜひとも

できれば調査を行ないたい言語であった｡

しかし渡航 してみて初めて財団という枠の

中にいながらそういう調査を行なうことの難

しさを知り,またそういう準備のための十分

な期間がジャカルタや現地において必要なた

め,私の最初の滞在期間は 1カ年 しか与えら

れていなかったから,より効果的に研究の進

められるジャワ語-とその方向を定めたので

ある｡

ジャワ語についてわが国ではほとんど問題

にされず,また,研究書とてほとんどないと

いうのが現状であるが,インドネシア人社会

におけるジャワ人の優勢はその言語にも及び,

ジャワ人以外でもジャワ語を習得 しようとす

る傾向が見られたし,また,中 ･東部ジャワ

ではジャワ語の出版物 (雑誌,単行本)が相

当量に上る｡小 ･中学枚でも正科としてジャ

ワ語が教えられており (ただし,バ リ島では

バ リ語,マ ドゥラ島ではマ ドゥラ語,西部ジ

ャワではスンダ語がそれぞれ教えられている｡

しかし外領ではインドネシア語のみで,地方

語を教科に取入れていない｡もっとも地方語

教授の必要性は初等文化教育省の学習指導要

綱に示されてあり,高等学校の文化コースで

は2･3年に対 して週 2時間の地方語の授業

が選択科目としては入っている),また,ジャ
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崎山 :イン ドネシアに学 /L/Ll,-

ワU'LIz7--の持つ表現法,語集の_豊JfiJ,-さが どん どん

とイ ン ドネシア言吾に取 り込 まれてい くレ),をU

c/)＼r'1たりに したのであ る (私oj滞在申にも,

plin-plan 二Fl相見主義者_:ン,antek-r手尤 一

等がイ ン ドネシア語U)申に加わった)C 私は

イン ドネシア大学文学部イ ン ドネシア文学科

に聴講/iと して席をIF17lTl_いていたが,同時に文

J､告邦の理事の 1人か ら財団 cJ)lEl'話によって ジ
ャワ語の偶人教授を受 けた｡ もちろん,文ノγ

E:,;-βの小に地方文学科がありジャワ文学専攻,

スンダ文ノ羊専攻C/)コースがあるけれども,能

ジャワ譜と並行 して 古代ジャワ譜 (カウイ語

)の研 究を も進 めていった｡ カウイ譜はイ ン

ドネシア全土 においてち .,Ltうどわが国の古文

U)ような意味で教えられ,高等学校の文化 コ

-スでは必狼科 目である｡ カウイJ,I.TJ-はそ0)大

きな文J､打†く｣裏付けとともにイ ン ドネシア人uj

精神的障とな っており,そC/)文 J､JとcJ〕翻案 さ/7L

た ワヤ ン (影絵芝居)はほと/i/ど全イン ドネ

シア人 に晴好 されているにもかかわ らず,わ

が国ではまだその研究 にまでいたっていない｡

仏はさらにジャワ語,カウイ喜LiL-oj研究を継続

す るために中 部 ジャワC))ジ ョグジャカルタで

C/)滞在が許可 され, ガジャマグ大学に席を移

したO財団が もう1年の延長を認めて くれた

のは ､臣 ､であった｡悼物餅, 図 苦館,入学-

通 うための交通の俵の悪さおよび牛後 1時ま

で しか開館 しないとい う時 Ft射1眉り約か ら,効

果が思 うよ うに上 が らず多少 あせ りがあった

か らである｡また,ち七うど 1年 たった頃,

共)童党の勢力の増大に伴う9月30日運動が起

こり, 各地か らのニ ュースは情勢の悪化,を告

げるものばか りとな り,完全にジャカル タに

足l｢二めされ る状態 とな って しまった｡ しか し

後にジ ョブジャカル タ-行ってみて,町は平
静その ものであり,そのようなニ ュースがい
かに針小棒大に伝え られたかを知 って, コ ミ

ュニケー ションの悪 さの犠牲にな った ことに

苦笑 した次第である｡

さて,地方 語oj言譜 調査C/)ほ うも故栗 して

しまったわけではない｡ しか し財団か らはジ

ャワ鳥以外oj夕沌 1-.-それ も長期にわた って滞

在す ることを許 されず,結局,1964年土用 ､ら

地域 日本人遺骨収某団か ら通訳を依頼 された

頂を利用 して (もちろん, この日射ま財団の貢
任か ら離れてとい う意味である),セ レベス吊

北部のメナ ドで トンセア言,lr;I,また,モ ロタイ
鳥 (モル ッカス諸鳥o)iLHヒ端 ,また,イ ン ド

ネシア祖oj最束北端U_)局)でサ ンギル語を調

査す ることがで きた｡ この鳥はメラネシア語

域に位lTLTt7-.す るパ ラオ鳥に最も近い ことからそ

の言;Ju17-には大いに期待を抱 いたが, この鳥は

オランダ時代まで無人鳥であった こと,後に

ア ンボ ン吊,西向かいC/)-ルマ- ラ鳥,西北

のサ ンギル ･タラウ ド鳥か らの移民が行なわ

れ , 人 llt7i約 2万 とい うことで,結局,調べ

得たサ ンギル語か らは先 に述べたよ うな手懸

りを得 ることはで きなかった｡サ ンギル語は

その特徴を もって してはやはりイ ン ドネシア

B,JH風 こ属す るとしかいえない.

次に,文献の調査のためにはジャカルタで

悠旧バタビア†桐勿舘,国民博物館にオ ランダ

時代に出版 された告物はほとん ど備え られて

あり (もっとも前者は整理 中で後者 に統 一 コ

せ るとい う),約70万冊とい う｡ジ ョグジャカ

ル タではソノブ ドヨl朋 勿館でやはりたいてい

ujものは捜 し出す ことがで きた｡ただ し複写

設備はないか ら,その準備を していなか った

私は後悔した｡また,._早 日吉に闇 しては東南

アジアでは最 もそuj数が多いよ うに思われ,

時に,貴 重な告物に巡 り合わす こともあった｡

しか しまだまだ価値ある書物 も残 っているよ

うで,アメ リカか ら国会図書 館の係 Fu)叫上地

に滞在 してそれ らの書物を買い某めているC/)

:i:興味を○いた｡ この)封 1が国で も考 え られ

るべ きではたいかoいま,脹 ノゝ)ておかないと
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百年の悔を残すことになるかもしれない｡私

の場合は,日本ではジャワ語,カウイ語の文

献的知識すら十分に得 られず,現地について

から目録作りを行なうようなことになったが

(もっとも最近,オランダ国立言語地理民族

学協会の BibliographicalSeriesN0.7にジ

ヤワ譜,マ ドゥラ語の文献解説集が出た),特

に人文科学系の専f判こよっては文献を現地で

初めて見なければならない場合も多い｡また,

オランダ語の知識が必要なことはいうまでも

ない｡

m 学 術 団 休

最後にインドネシアの学術団体について簡

単に述べておく｡ちょうどわが国の学術会議

に相当するものとして,インドネシア学術会

読 (通称 M.Ⅰ.P.Ⅰ.)があり,これは1956年 3月

に創立し,工学 ･数学 ･自然科学,生物学,

医学,文化,法律 ･社会 ･政治 ･経済の 5部

門に分けて,諸学の高揚のほか政府に対 し学

問的立場からの助言を行なうという主 旨のも

とに,第 1回の1957年 1月のバンドン大会で

は国家経済を高めさせる5カ年計画を打出し

たが,その後この計画も立消えとなってしま

ったらしいo しかし定期刊行物として続けて

出されているものに BeritaM.(.P.I.(季刊,

1957年～ ｡ M.Ⅰ.P.Ⅰ.ニュース.国内,国外の

学術的動向を掲載), (ndonesian Abstract

(季刊,1959年～｡前年のインドネシアで発

行された 各種学術雑誌から主要な論文の 紹

介),Bulletin(年刊,1959年～｡前年度発行

のインドネシアにおける全学術雑誌の論文の

分類別総目録｡その No.2〔1959年〕ではイン

ドネシアの全学術団体をバ ンドン,ボゴール,

ジャカルタ,ジョグジャカルタ,マカッサル,

メダン,スラバヤの各都市ごとに紹介 した特

集号),MedanIlmuPengetabuan(季刊,

1960年～1962年｡学術広場｡学術論文集)が

あり,現在の情勢を知る上に役立つ｡

インドネシアの学術団体の組織の組変えは
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極まりない｡それは省についてもいえること

だけれども,一見合理的に非常に細かく組織

化する一方,結局,計画倒れとなり,また,

次の組変えを行なうということがひんぽんに

行なわれている｡(もちろん,経済状態の不安

定さがその原因であることも考慮 しなければ

ならない｡) 例えば, 私に関係する言語文化

協会は1946年の言語文化調査協会がその源で

あり,1952年にそれは教育文化省文化課言語

局と合併 してインドネシア大学文学部附属言

語文化協会となり,1959年に再びインドネシ

ア大学から引離されて言語文学協会という名

称のもとに教育文化省の直轄下に置かれ,さ

らに初等文化教育省の直轄 に 移行された｡

1964年にこれが一般教育課インドネシア地方

語教育部と合併 し支部がジョグジャカルタ,

シンガラジャ,マカッサルに置かれたという

貝合である｡この言語文化協会の業務は,(1)

インドネシア語地方語文法の調査編成,(2)語

桑問題,(3)現代インドネシア文学の調査編成,

(4)古代文学の調査編成,(5)地方語文学の調査

編成とインドネシア語化およびインドネシア

文学の地方語化,(6)インドネシア語地方語辞

輿,百科辞典の編纂,(7)マイクロフィルムの

作成,となっているが,その成果としては,

ジョグジャカルタ支部で発行 した最もポピュ

ラーなカウイ文学 ｢アディパルワ｣の原文対

児インドシネア語訳 2巻,ワヤンの解説書若

千,また,ジャカルタではジャワ語,マ ドゥ

ラ語の教科書を発行 したにすぎない｡また,

計画によると地方語の中でアチエ,シマル ン

グン,バタック, ミナンカバウ語 (以上スマ

トラ),スンダ語,ジャワ語,バ リ語, (以下

セレベス島)ブキズ,マカッサル, トラジャ

語の調査の対象として選んでいるが,それが

実行されたことをまだ聞いていない｡

以上まとまりがな くて恐縮であるが,何か

インドネシアを理解する助けにでもなれば幸

いである｡
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